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1 概要 

LC89057W-VF4A-EはIEC60958/61937、EIAJ CP-1201によるデジタルオーディオ機器間のデータ伝送

フォーマットに従い復調・変調するLSIである。サンプリング周波数は最高192kHzまで対応する。VCO、

発振アンプを内蔵しDSPのデータ入出力用クロックとしても使用可能な分周比を独立して設定でき

る2系統のビットクロック、LRクロック出力端子を有する。またマスタ/スレーブ機能により

LC89057W-VF4A-Eを複数個使用した多チャネルPCMインタフェースも可能である。高性能AVアンプ、

DVDオーディオ向け多チャネルPCMインタフェースといったアプリケーションなどに適合する。 

 

2 特長 

2.1 高性能AV機器をターゲットとした充実の復調機能を実現 

・サンプリング周波数32kHz～192kHz相当、最大24ビットのデータを受信可能。 

・DSPとのインタフェースが容易なI2Sデータ出力に対応。 

・512fs，256fs，128fs，64fs，32fs，2fs，fs，fs/2の各クロックを出力。 

・PLLの状態に関わらず発振アンプまたは外部入力のクロックが出力可能。 

・クロック切換わり時の出力クロックの連続性を保持。 

・マスタ/スレーブ機能を使用することで多チャネル伝送受信に対応。 

・PLL未使用で復調機能を共通の低ジッタクロックで処理することも可能。 

 (外部クロック同期モード) 

・PLL誤ロック防止回路の内蔵で正確にロックがかかる。 

 

2.2 システム構成を容易にする様々な情報を出力 

・DTS同期信号検出によるDTS-CD/LD検出フラグを出力。 

・バーストプリアンブルPcをマイコンインタフェースより出力。 

・入力信号のサンプリング周波数を算出してマイコンインタフェースより出力。 

・マイコン用の割り込み信号(割り込み要因は選択可能)を端子出力。 

・VCOクロックと発振アンプクロックの切換わり遷移期間信号を出力。 

・チャネルステータスのビット1非PCMデータ検出ビットを端子出力。 

・チャネルステータスのエンファシス情報を端子出力。 

・先頭48ビットチャネルステータスの更新フラグを出力。 

・チャネルステータスビット、バリディティフラグ、ユーザデータ出力も選択可能。 

・変調・復調機能ともプリアンブルB情報を端子出力。 

・マイコンインタフェースによって各種設定、出力が可能。 

 

 

 

 

注文コード No. N7202A  

CMOS LSI 

デジタルオーディオ用 
インタフェーストランシーバ 

データシート No.N7202 をさしかえてください。 
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2.3 周辺回路削減に役立つ多数の機能を搭載 

・チャネルステータス、バリディティフラグ、ユーザデータ付加可能な変調機能を内蔵。 

・アンプ付入力1系統、5V耐圧TTLレベル対応入力6系統の合計7系統の入力端子を装備。 

・バイフェーズ入力データ検出機能の搭載により入力端子の状態をマイコンで監視可能。 

・変調機能出力を含む8系統の入力データから入力データ選択が可能。 

・8系統の入力データから復調データの選択とは別に入力データの選択が可能。 

・2系統のビットクロック、LRクロック出力を搭載。内1系統は各種分周比が設定可能。 

・シリアルデジタルオーディオデータ入力端子を装備。復調出力との切換えが可能。 

・シリアルデジタルオーディオデータ入力端子へ入力したデータを変調することも可能。 

・水晶振動子用の発振アンプ・分周回路を内蔵しておりクロックジェネレータとしても可能。 

・4ビットの汎用パラレル入出力ポートを搭載。周辺LSIとのインタフェースに利用可能。 

・プリアンブルB情報を利用した周辺回路によりチャネルステータスのフルデコードも可能。 

・外部クロック同期モードとPLLクロック同期モードの連続切換え動作が可能。 

・単一3.3V電源動作。TTL入力ポートは5Vインタフェース対応可能。 

・基板実装面積を有効に利用できる小型なSQFP-48パッケージを採用。 

 

3 外形図 

unit:mm 
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4 ピン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 端子説明 

表5.1:端子説明 

No 名称 I/O 説明 

1 RXOUT O 入力バイフェーズ選択データ出力端子 

2 RX0 I5 TTL対応デジタルデータ入力端子 

3 RX1 I コアキシャル対応アンプ内蔵デジタルデータ入力端子 

4 RX2 I5 TTL 対応デジタルデータ入力端子 

5 RX3 I5 TTL 対応デジタルデータ入力端子 

6 DGND  デジタルGND 

7 DVDD  デジタル電源 

8 RX4 I5 TTL対応デジタルデータ入力端子 

9 RX5/VI I5 TTL対応デジタルデータ ∥ 変調用バリディティフラグ入力端子 

10 RX6/UI I5 TTL対応デジタルデータ ∥ 変調用ユーザデータ入力端子 

11 DVDD  PLL用デジタル電源 

12 DGND  PLL用デジタルGND 

13 LPF O PLLループフィルター接続端子 

14 AVDD  PLL用アナログ電源 

15 AGND  PLL用アナログGND 

16 RMCK O R系統システムクロック出力端子(256fs,512fs,XIN,VCO) 

17 RBCK O/I R系統ビットクロック入出力端子(64fs) 

18 DGND  デジタルGND 

19 DVDD  デジタル電源 

20 RLRCK O/I R系統LRクロック入出力端子(fs) 

次ページへ続く。 
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前ページより続く。 
No 名称 I/O 説明 

21 RDATA O シリアルオーディオデータ出力端子 

22 SBCK O S系統ビットクロック出力端子(32fs,64fs,128fs) 

23 SLRCK O S系統LRクロック出力端子(fs/2,fs,2fs) 

24 SDIN I5 シリアルオーディオデータ入力端子 

25 DGND  デジタルGND 

26 DVDD  デジタル電源 

27 XMCK O 発振アンプ出力端子 

28 XOUT O 水晶振動子接続出力端子 

29 XIN I 水晶振動子接続、外部供給クロック入力端子(24.576MHz or 12.288MHz) 

30 DVDD  デジタル電源 

31 DGND  デジタルGND 

32 EMPHA/UO/CO I/O エンファシス情報 ∥ Uデータ出力 ∥ Cデータ出力 ∥ チップアドレス設定端子 

33 AUDIO /VO I/O 非PCM検出 ∥ Vフラグ出力 ∥ チップアドレス設定端子 

34 CKST /PB I/O クロック切換遷移期間出力 ∥ プリアンブルB ∥ 復調マスタorスレーブ設定端子 

35 INT  I/O マイコン用割り込み出力 ∥ 変調 or 汎用I/O設定切換え端子 

36 RERR O PLLロックエラー、データエラーフラグ出力端子 

37 DO O マイコンインタフェース・読み出しデータ出力端子(3-state) 

38 DI I5 マイコンインタフェース・書き込みデータ入力端子 

39 CE I5 マイコンインタフェース・チップイネーブル入力端子 

40 CL I5 マイコンインタフェース・クロック入力端子 

41 XMODE I5 システムリセット入力端子 

42 DGND  デジタルGND 

43 DVDD  デジタル電源 

44 TMCK/PIO0 I/O 変調用256fs or 128fsシステムクロック入力 ∥ 外部クロック同期機能用 256fs or 

512fsシステムクロック入力 ∥ 汎用I/O入出力端子 

45 TBCK/PIO1 I/O 変調用64fsビットクロック入力 ∥ 汎用I/O入出力端子 

46 TLRCK/PIO2 I/O 変調用fsクロック入力 ∥ 汎用I/O入出力端子 

47 TDATA/PIO3 I/O 変調用シリアルオーディオデータ入力 ∥ 汎用I/O入出力端子 

48 TXO/PIOEN O/I 変調データ出力 ∥ 汎用I/Oイネーブル入力端子 

1）入出力耐圧：I or O=－0.3～3.6V，I5=－0.3～5.5V 

2）Pin41のL期間にPin32,33はチップアドレス設定入力端子となる。 

3）Pin41のL期間にPin34は復調機能マスタorスレーブ設定入力端子となる。 

4）Pin41のL期間にPin35は変調機能or汎用I/O切換え設定入力端子となる。 

5）ラッチアップ対策のため各電源のON/OFFは同タイミングで行うこと。 

 



LC89057W-VF4A-E 

 No.7202-5/63 

6 ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 LC89057W-VF4 と LC89057W-VF4A の相違点 

表 7.1:LC89057W-VF4 と LC89057W-VF4A の相違点 

項目 LC89057W-VF4 LC89057W-VF4A 

DIR 機能:外部クロック同期モード 256fs クロック入力 256fs or 512fs クロック入力 

DIR 機能:PLL ロック後 RERR 待ち時間 

設定 

プリアンブル B,  6 カウント後 

プリアンブル B, 12 カウント後 

プリアンブル B, 24 カウント後 

プリアンブル B, 48 カウント後 

プリアンブル B,  3 カウント後 

プリアンブル B,  6 カウント後 

プリアンブル B, 12 カウント後 

プリアンブル B, 24 カウント後 

DIR 機能:PLL アンロック後クロック 

切換え待ち時間設定 

発振アンプ起動後 50μs 後 
発振アンプ起動後 100μs 後 
発振アンプ起動後 200μs 後 
発振アンプ起動後 400μs 後 

発振アンプ起動後  0μs 後 
発振アンプ起動後 50μs 後 
発振アンプ起動後 100μs 後 
発振アンプ起動後 200μs 後 

DIR 機能:チャンネルステータス 

ビット出力 

マイコン読出し マイコン読出しおよび端子出力

（フルデコード処理可能） 

DIR 機能:プリアンブル B情報出力 × ○ 

DIT 機能:システムクロック 256fs クロック入力 256fs or 128fs クロック入力 

DIT 機能:プリアンブル B情報出力 × ○ 
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8 電気的特性 

8.1 絶対最大定格 

表8.1:絶対最大定格/AGND=DGND=0V 

項目 記号 条件 定格値 unit 

最大電源電圧 AVDD max 8-1-1 －0.3～4.6 V 

最大電源電圧 DVDD max 8-1-2 －0.3～4.6 V 

入力電圧1 VIN1 8-1-3 －0.3～3.9 V 

入力電圧2 VIN2 8-1-4 －0.3～5.8 V 

出力電圧 VOUT 8-1-5 －0.3～3.9 V 

保存周囲温度 Tstg  －55～125 ℃ 

動作周囲温度 Topr  －30～70 ℃ 

最大入出力電流 IIN,IOUT 8-1-6 ±20 mA 

8-1-1：AVDD端子 

8-1-2：DVDD端子 

8-1-3：RX1,RBCK,RLRCK,XIN,TMCK/PIO0,TBCK/PIO1,TLRCK/PIO2,TDATA/PIO3,TXO/PIOEN端子 

8-1-4：RX0,RX2,RX3,RX4,RX5/VI,RX6/UI,SDIN,DI,CE,CL,XMODE端子 

8-1-5：RXOUT,RMCK,RBCK,RLRCK,SBCK,SLRCK,RDATA,XMCK,XOUT,EMPHA/UO/CO, AUDIO /VO端子 

CKST /PB,INT ,RERR,DO,TMCK/PIO0,TBCK/PIO1,TLRCK/PIO2,TDATA/PIO3,TXO/PIOEN端子 

8-1-6：入出力端子1端子当り 

 

 

 

 

8.2 許容動作範囲 

表8.2:許容動作範囲/Ta=－30～70℃,AGND=DGND=0V 

項目 記号 条件 min typ max unit 

電源電圧 AVDD,DVDD  3.0 3.3 3.6 V 

入力電圧範囲1 VIN1 8-2-1 0 3.3 3.6 V 

入力電圧範囲2 VIN2 8-2-2 0 3.3 5.5 V 

動作温度 Vopr  －30  70 ℃ 

8-2-1：RX1,RBCK,RLRCK,XIN,TMCK/PIO0,TBCK/PIO1,TLRCK/PIO2,TDATA/PIO3,TXO/PIOEN端子 

8-2-2：RX0,RX2,RX3,RX4,RX5/VI,RX6/UI,SDIN,DI,CE,CL,XMODE端子 

 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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8.3 DC特性 

表8.3:DC特性/Ta=－30～70℃,AVDD=DVDD=3.0～3.6V,AGND=DGND=0V 

項目 記号 条件 min typ max unit 

入力高電圧 VIH 0.7VDD   V 

入力低電圧 VIL 

8-3-1 

 0.2VDD V 

入力高電圧 VIH 2.0  5.8 V 

入力低電圧 VIL 

8-3-2 

－0.3  0.8 V 

出力高電圧 VOH VDD－0.8   V 

出力低電圧 VOL 

8-3-3 

 0.4 V 

出力高電圧 VOH VDD－0.8   V 

出力低電圧 VOL 

8-3-4 

 0.4 V 

出力高電圧 VOH VDD－0.8   V 

出力低電圧 VOL 

8-3-5 

 0.4 V 

出力高電圧 VOH VDD－0.8   V 

出力低電圧 VOL 

8-3-6 

 0.4 V 

入力振幅 VPP 8-3-7 200   mV 

消費電流 IDD1 8-3-8 1.7 3.4 mA 

消費電流 IDD2 8-3-9 17 34 mA 

消費電流 IDD3 8-3-10 19 38 mA 

8-3-1 ：CMOS対応:RBCK,RLRCK,XIN入力端子 

8-3-2 ：TTL対応:上記以外の入力端子 

8-3-3 ：IOH=－12mA,IOL=8mA:RMCK出力端子 

8-3-4 ：IOH=－8mA,IOL=8mA:XMCK,XOUT出力端子 

8-3-5 ：IOH=－4mA,IOL=4mA:RXOUT,RBCK,RLRCK,RDATA,SBCK,SLRCK出力端子 

TMCK/PIO0,TBCK/PIO1,TLRCK/PIO2,TDATA/PIO3,TXO/PIOEN出力端子 

8-3-6 ：IOH=－2mA,IOL=2mA:上記以外の出力端子 

8-3-7 ：RX1入力端子の容量前 

8-3-8 ：復調機能および発振アンプ停止、変調動作のみ、出力fsが96kHzの場合 

8-3-9 ：XIN 24.576MHz入力連続発振時、復調動作のみ、入力fsが96kHzの場合 

8-3-10：XIN 24.576MHz入力連続発振時、変復調動作時、入出力fsが96kHzの場合 
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8.4 AC特性 

表8.4:AC特性/Ta=－30～70℃,AVDD=DVDD=3.0～3.6V,AGND=DGND=0V 

項目 記号 条件 min typ max unit 

RX0～6サンプリング周波数 fRFS  28  195 kHz 

XINクロック周波数 fXF1 8-4-1 8 12.288 19 MHz 

XINクロック周波数 fXF2 8-4-2 20 24.576 30 MHz 

RMCKクロック周波数 fRCK  4  100 MHz 

RMCKクロックジッタ tj  200  ps 

RMCK-RBCK遅延 tMBO   10 ns 

RBCK-RDATA遅延 tBDO   10 ns 

RMCK-SBCK遅延 tMBO 8-4-3  10 ns 

SBCK-RDATA遅延 tBDO 8-4-4  10 ns 

TMCK入力パルス幅 tWMI  10   ns 

RX*-TMCK 遅延 tRDI   1/4TMCK ns 

TBCK入力パルス幅 tWBI  40   ns 

TLRCKサンプリング周波数 fTFS  28  195 kHz 

TBCK-TDATAセットアップ tDSI  20  ns 

TBCK-TDATAホールド tDHI  20  ns 

TMCK-TBCK遅延 tMBI 8-4-5  10 ns 

TBCK-TDATA遅延 tBDI   10 ns 

8-4-1：XINSEL=0設定、入力fs算出時は12.288MHz必須設定 

8-4-2：XINSEL=1設定、入力fs算出時は24.576MHz必須設定 

8-4-3：RMCK,SBCKのソースクロックが同一の場合 

8-4-4：SBCKがPLLソースクロックの場合 

8-4-5：TCKSEL=0設定(256fs)、TMCKの立ち上がりにTBCKの立ち下がりが同期していること。 

    TCKSEL=1設定(128fs)、TMCKの立ち下がりにTBCKの立ち下がりが同期していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1:AC 特性 
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8.5 マイコンインタフェースAC特性 

表8.5:マイコンインタフェースAC特性/Ta=－30～70℃,AVDD=DVDD=3.0～3.6V,AGND=DGND=0V 

項目 記号 条件 min typ max unit 

XMODEパルス幅(L) tRSTdw  200   μs 

INT パルス幅(L) tINTwd 8-5-1 5 1/fs 36 μs 

CLパルス幅(L) tCLdw  100   ns 

CLパルス幅(H) tCLuw  100   ns 

CL-CEセットアップ tCEsetup  50   ns 

CL-CEホールド tCEhold  50   ns 

CL-DIセットアップ tDIsetup  50   ns 

CL-DIホールド tDIhold  50   ns 

CL-CEホールド tCLhold  50   ns 

CL-DO遅延 tCLtoDO   20 ns 

CE-DO遅延 tCEtoDO   20 ns 

8-5-1：INTOPF=1設定時、fsは入力サンプリング周波数 

 

図 8.2:マイコンインタフェース AC 特性 
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9 システム初期設定 

9.1 システムリセット(XMODE) 

・電源電圧が3.0V以上立ち上がってからXMODEをHにするとシステムは正常に動作する。 

パワーオン後、再びXMODEをLにするとシステムはリセットされる。 

・チップアドレス、復調機能のマスタまたはスレーブ、変調機能または汎用I/O機能の設定は 

EMPHA/UO/CO, AUDIO /VO, CKST /PB,INTに10kΩのプルダウンまたはプルアップ抵抗を接続する。 
・EMPHA/UO/CO, AUDIO /VO, CKST /PB,INTがプルダウンまたはプルアップされないと設定入力時に端

子の状態が不定となり設定が正しく行われない。これらの端子は必ずプルダウンまたはプルアッ

プの抵抗接続が必要である。 

 

表9.1:端子名と設定内容 

内容 設定端子 

チップアドレス設定 EMPHA/UO/CO, AUDIO /VO 

復調機能マスタ/スレーブ設定 CKST /PB 

変調機能/汎用I/O機能設定 INT  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 9.1:機能設定入力端子の設定タイミング図 

DVDD 

XMODE 

設定端子状態 

3.3V 3.0V

設定入力状態 出力状態 設定入力状態 出力状態 

システム正常動作範囲

設定完了

不定 

min. 200μs
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9.2 チップアドレスの設定(EMPHA/UO/CO, AUDIO /VO) 

・LC89057W-VF4A-Eは同一のマイコンインタフェースバス上で複数個使用することを考慮してそれぞ

れに固有のチップアドレスを設定する機能を有している。 

・チップアドレスの設定はEMPHA/UO/CO, AUDIO /VOに10kΩのプルダウンまたはプルアップ抵抗を接続
する。これにより最大4種のチップアドレスを設定することが出来る。 

・マイコンインタフェースにおけるチップアドレスはLSB側の先頭2桁に設けたCAL,CAUで設定する。

CALが下位、CAUが上位のチップアドレスになる。 

・EMPHA/UO/CO, AUDIO /VOによるチップアドレス設定とマイコンから送られてくるチップアドレスを 

同一にすることでコマンドの書き込みが可能となる。 

・LC89057W-VF4A-Eをシステムで1個のみ使用する場合にもチップアドレスを設定する必要がある。

チップアドレス設定が成されないとチップアドレスが不定となりマイコンからの制御が出来なく

なる。またマイコン未使用時においてはXMODEがL期間にチップアドレス設定端子が入力オープン

状態となる。EMPHA/UO/CO, AUDIO /VOには必ずプルダウンまたはプルアップ抵抗を接続する必要が

ある。 

 

表9.2:チップアドレスの設定(抵抗接続) 

AUDIO /VO抵抗接続 EMPHA/UO/CO抵抗接続 CAU CAL 

プルダウン プルダウン 0 0 

プルダウン プルアップ 0 1 

プルアップ プルダウン 1 0 

プルアップ プルアップ 1 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9.2:機能設定入力端子の設定例 

チップアドレス設定 
復調機能マスタ or スレーブ設定 
変調機能 or 汎用 I/O ポート切換 

CAL=CAU=0 
マスタ 
汎用 I/O ポート機能 

上図の設定内容 
→

→
→

LC89057W-VF4A-E

EMPHA/UO/CO

AUDIO/VO

CKST/PB

INT

別回路へ接続 

pull-down 10kΩ

pull-up 10kΩ
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9.3 復調機能マスタ/スレーブの設定(CKST /PB) 

・LC89057W-VF4A-Eを複数個使用して多チャネル同期伝送を可能にするマスタ/スレーブ機能を搭載 

している。この設定はCKST /PBに10kΩのプルダウンまたはプルアップ抵抗を接続する。 
・通常1個使いの場合はマスタモードに設定する。複数個使いの場合は1個をマスタモードに設定し 

て残りをスレーブモードに設定する。 

・複数個を使用して多チャネル同期伝送を行う場合はスレーブ側のRBCK,RLRCK(入力)にはマスタ側 

のRBCK,RLRCK(出力)を接続する。またスレーブ側のXINにはマスタ側のXMCKを接続する。尚、この

時のRBCK,RLRCKの極性およびXIN,XMCKの周波数は同一に設定すること。 

・マスタ/スレーブ間で入力データのサンプリング周波数や位相が異なる場合やサンプリング周波数

が同じでもクロック源が異なる場合はスレーブ側で出力データの欠落や2度読み出しが発生する

ことがある。この現象の有無はINTとマイコンインタフェースで確認することが出来る。 

 

表9.3:マスタ/スレーブ切換え(抵抗接続) 

CKST /PB抵抗接続 モード 

プルダウン マスタモード 

プルアップ スレーブモード 

 

表9.4:クロック端子状態 

端子 マスタモード スレーブモード 

RMCK 出力 出力 

RBCK 出力 入力 

RLRCK 出力 入力 

 

9.4 変調機能と汎用I/Oポートの切換え(INT ) 

・変調機能と汎用I/O機能は端子を共有しているため同時使用は出来ない。 

・機能を切換えるにはINTに10kΩのプルダウンまたはプルアップ抵抗を接続する。 
 

表9.5:変調機能/汎用I/Oの切換え(抵抗接続) 

INT 抵抗接続 モード 

プルダウン 変調機能 

プルアップ 汎用I/O機能 
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10 復調機能の説明 

・復調機能の動作設定はRXOPRで行う。初期値は動作状態に設定されている。 

 

10.1 クロック 

10.1.1 PLL(LPF) 

・PLLOPRで停止可能なVCO(Voltage Controlled Oscillator)を内蔵しサンプリング周波数32kHz～

192kHz、伝送レート4MHz～25MHzのデータに同期する。 

・PLLロック周波数はPLLSELで選択する。入力データのサンプリング周波数が105kHz以下のシステム

では初期設定の512fsを推奨する。システムクロックRMCKの出力初期値がPLLSELの1/2に設定され

ているので512fs時のRMCK出力は256fsとなる。 

・105kHz以上の受信システムでは256fsに切換える。但し、初期設定ではRMCKの出力は128fsと 

なるため必要に応じてPRSEL[1:0]で切換える。 

・PLLロック後のPLLSELによるロック周波数切換えはアンロックを伴う。従って、PLLSELの設定はバ

イフェーズデータ入力前に完了すること。 

・LPFはPLLのループフィルタ用端子でPLLSELの設定に関わらず以下の抵抗、容量を接続する。 

 

 

 

Clock R0 C0 C1 

512fs 220Ω 0.1μF 0.022μF 

256fs 220Ω 0.1μF 0.022μF 

 

 

 

図10.1：ループフィルタの構成 

 

10.1.2 PLL未使用復調機能(TMCK) 

・LC89057W-VF4A-Eには外部クロックで入力バイフェーズデータを処理する機能(外部クロック同期

機能)がある。通常の復調処理では内蔵PLLでデータに同期したクロックを生成しそのクロックで

データ処理を行うが、LC89057W-VF4A-EではPLLで生成したクロックの代わりにデータに同期した

クロックを独立した伝送路で供給することでデータ処理を行うことも可能である。 

・外部クロック同期機能を使用するにはEXSYNCでPLL未使用復調機能を設定して、更にPLLSELで 

256fs or 512fsクロック、PRSEL[1:0]でPLLSEL設定周波数の1/1に設定した後、TMCKに入力データ

に同期したクロックを入力する。これによりPLL復調処理と同様の動作を行う。例えば、初期状態

においてEXSYNCを設定した場合PLLSELは512fsに設定されているためTMCKへは512fsのクロックを

供給する必要がある。TMCKクロック周波数を256fsに変更する場合はPLLSELを256fsに設定する。 

・入力データとクロックのジッタは出来る限り小さく抑えること。過大なジッタはPLLの誤動作の原

因になる。クロック伝送路の帯域には十分注意すること。 

・外部同期モードに設定している時は常時TMCKにクロックを供給すること。クロックの入力がない

とシステムは停止し誤動作状態となる。 

・外部クロック同期モードのみを使用する場合、LPF端子には何も接続する必要はないが、PLLルー

プフィルタを構成することでPLLクロック同期モードと外部クロック同期モードをEXSYNCの切換

えで使い分けることも可能である。 

・外部クロック同期機能を応用すれば外付けPLLを利用した高精度クロック系を構成することも可能

である。 

LPF

R0

C0

C1
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10.1.3 発振アンプ(XIN,XOUT,XMCK) 

・LC89057W-VF4A-Eは発振アンプを内蔵している。水晶振動子、帰還抵抗、負荷容量をXIN,XOUTに接

続すれば発振回路を構成できる。尚、水晶振動子接続の際は基本波のものを使用すること。また

負荷容量は水晶振動子の特性に依存するので十分検討する必要がある。 

・クロック源に発振モジュール等を使用して内蔵の発振アンプを使用しない場合はXINに外部 

クロック供給源の出力を接続する。この時XINとXOUT間に帰還用抵抗を接続する必要はない。 

・XINへはXINSELで設定した12.288MHzもしくは24.576MHzのクロックを供給する。これ以外の周波数

をXINへ入力する場合はFSERRで入力データのサンプリング周波数(fs)が変化してもその結果がエ

ラーフラグに反映されないよう設定する必要がある。この設定を施すことで動作は可能となる。

但し、推奨周波数の動作に対して時間定義のずれが生じるので入力fs算出に関してはエンコード

結果を使えない。この場合算出カウント値をXIN入力周波数の1/2000の値で10進割算をすることで

入力fsを算出することが出来る。詳細はマイコンインタフェースの章を参照すること。 

・XINクロックが内部処理の基準になるためXINSELの設定はバイフェーズデータ入力前に完了する 

こと。 

・XINへのクロック供給は以下の用途に使用するため常時行うこと。 

（1）バイフェーズデータ入力有無の検出 

（2）PLLアンロック時のクロック源 

（3）入力データのサンプリング周波数算出 

（4）入力データ切換え時の時間定義 

（5）XINソース時の外部供給クロック源(ADコンバータ用クロック等) 

・発振アンプは通常PLLがロック中は自動停止する。これをAMPOPR[1:0]で連続動作に設定すること 

も可能である。連続動作モードにすることでPLLロック中も入力データ検出や入力サンプリング周

波数の算出が可能になるが、発振アンプクロックとPLLクロックが共存するため音質への影響を考

慮、検討する必要がある。 

・PLLロック中にAMPOPR[1:0]で発振アンプを連続動作にするとRERRが一旦H出力(エラー)する。これ

は発振アンプが動作状態になると同時に停止時に保持していたfs算出値がリセットされこの処理

をfsが変化したとして制御されるからである。このエラーによるクロック出力への影響はないが

RDATAがエラー期間ミュートされる。従って、AMPOPR[1:0]の設定はバイフェーズデータ入力前に

行うか、もしくはPLLアンロック中に完了すること。 

・発振アンプはまた不必要な場合停止させることも出来る。但し、停止から動作モードに復帰する

ときは振動子の発振が安定するまで10ms以上状態を維持してから通常動作へ復帰すること。 

・XMCKはXINクロックを出力する。XMCKの出力設定はXMSEL[1:0]で行う。XINクロックの1/1、1/2、

ミュート出力設定が可能である。 

・変調機能のみ使用する場合はXINにクロックを供給する必要はない。この場合、内蔵の発振アンプ

および分周器を変調用のマスタクロック、ビットクロック、LRクロック発生に利用することも出

来る。尚、発振アンプのみを利用する場合はXIN,XOUTに水晶振動子もしくはXINに外部クロックを

入力してRX0～6のデジタルデータ入力端子を電位固定して使用する。この時RXOPR,PLLOPRでDIR機

能停止の設定は行わないこと。出力クロックがミュートされる場合がある。 
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10.1.4 マスタクロックとクロックソースの切換え 

・RMCK,RBCK,RLRCK(以下R系統)、SBCK,SLRCK(以下S系統)のクロックソースは以下の3種類のマスタ

クロックから選択できる。 

（1）PLLソース  (256fsまたは512fs) 

（2）XINソース  (12.288MHzまたは24.576MHz) 

（3）TMCKソース (256fsまたは512fs) 

・クロックソースの切換えはR系統、S系統とも連動して設定する方法とS系統をXINソース固定してR

系統のみ設定する方法の2種類から選択出来る。この設定はSELMTD,OCKSEL,RCKSELで行う。 

・PLLのロック/アンロックによってクロックソースはPLLクロック/XINクロックに自動的に切換 

わる。この時クロックの連続性は保持される。但しSELMTDでクロックソースを切換える場合S系統

のクロック連続性は保持されない。 

・PLLの状態に関わらずOCKSEL,RCKSELでクロックソースをXINに切換え可能である。 

以下にクロックソース切換えレジスタと各系統のクロック出力を示す。 

 

表10.1:クロックソース切換えレジスタとクロック出力端子の対応表 

SELMTD R系統出力クロック S系統出力クロック 

0 OCKSELに従う OCKSELに従う 

1 RCKSELに従う XINソースに固定 

 

表10.2:クロックソース切換えレジスタとPLLロック/アンロック時のクロックソース関係 

R系統クロックソース S系統クロックソース 
SELMTD OCKSEL RCKSEL 

ロック アンロック ロック アンロック 

0 × PLL XIN PLL XIN 
0 

1 × XIN XIN XIN XIN 

× 0 PLL XIN XIN XIN 
1 

× 1 XIN XIN XIN XIN 

 

・TMCKソース選択はEXSYNCで行い入力クロック周波数（256fs or 512fs）はPLLSELで設定する。 

この設定はTMCKからクロックを入力するという点を除いてPLLソースと同様の動作を行う。 

・TMCKソースに同期したデータが入力されている時PLLロック状態と同様にTMCKソースをマスタ 

クロックとして各種クロックが出力される。この場合でもOCKSEL,RCKSELでXINソースに切換えら

れる。TMCKソースが入力データと同期していない場合やPLLがアンロック状態にある場合、PLL 

ソースのアンロック状態と同様にXINソースへ切換わる。 

・XINソース切換え後においてもPLL状態はRERRで常に監視することが出来る。またPLLの状態に 

関わらず処理された情報はマイコンインタフェースで読み出すことが可能である。 

・PLLがロックからアンロックに状態変化する際、PLLソースからXINソースへのクロック切換わりの

タイミングをXTWT[1:0]で変更することが出来る。クロック切換り時にノイズ等が発生する場合に

使用する。 
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10.1.5 PLLロック中におけるクロックソース切換え時の注意点 

・PLLロック状態において発振アンプが停止している時(初期設定)にSELMTD,OCKSEL,RCKSELでXINソ

ースへクロック切換えを行うとクロックの連続性は保持されるがRERRが一旦H出力(エラー)する。

これはXINソースへの切換えと同時に発振アンプが動作状態になり入力fs算出が再開されるがこ

の時以前のfs算出値がリセットされ新たに算出されたfs 値との比較でfsが変化したとして処理さ

れるためである。 

・PLLロック中にSELMTD,OCKSEL,RCKSELでRERRの状態を維持してクロックソース切換えには以下の設

定を行う必要がある。 

（1）AMPOPR[1:0]で発振アンプを連続動作モードに設定する。 

（2）FSERRでfsの変化をエラーフラグに反映しないモードに設定する。 

・上記いずれかの設定を施すことでSELMTD,OCKSEL,RCKSELによる切換え時のRERR状態変化を抑える

ことが出来る。 

・尚、PLLロック中に発振アンプが停止している状態からクロックソースをXINへ切換える場合XINを

ソースとする出力クロックは発振アンプが動作を開始してから出力される。またPLLロック状態に

おいてXINからPLLへのクロックソース切換えは瞬時に実行される。いずれもクロック連続性は保

持される。 

 

10.1.6 マスタクロック系統図(TMCK,XIN,XOUT,RMCK,XMCK) 

・3種のマスタクロックと切換え、分周機能の関係を以下に示す。 

・スイッチ、機能ブロック近傍の[ ]は書き込みコマンド名に対応する。 

・Lock/UnlockはPLLのロック/アンロックにより自動的に切換わる。 

 

 

図 10.2:マスタクロック系統図

PLL 

1/N

(256fs or 512fs) 
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TMCK (I)   256fs or 512fs 

XIN (I) 
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[XMSEL1]

[AMPOPR1] 
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Lock /Unlock 

1/N
(N=1, 2)
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(N=1, 2, 4)

1/N
(N=1, 2, 4)

[OCKSEL] 

[XMSEL0]

[XRSEL0]

[PRSEL0]

[SELMTD] 
[AMPOPR0] 
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10.1.7 出力クロック(RMCK,RBCK,RLRCK,SBCK,SLRCK) 

・LC89057W-VF4A-EはADコンバータやDSP等周辺デバイスに各種のクロックを供給するためにR系統、

S系統の2系統のクロック出力を有す。 

・R系統、S系統の各クロック出力設定はPRSEL[1:0],XRSEL[1:0],XRBCK[1:0],XRLRCK[1:0], 

PSBCK[1:0],PSLRCK[1:0],XSBCK[1:0],XSLRCK[1:0]で行う。 

・PLLソース時の各クロック出力端子の設定範囲を以下に示す。 

（1）RMCKは512fsまたは256fsの1/1,1/2,1/4からの選択 

（2）RBCKは64fs出力 

（3）RLRCKはfs出力 

（4）SBCKは128fs,64fs,32fsからの選択 

（5）SLRCKは2fs,fs,fs/2からの選択 

・XINソース時の各クロック出力端子の設定範囲を以下に示す。 

（1）RMCKは12.288MHzまたは24.576MHzの1/1,1/2,1/4からの選択 

（2）RBCKは12.288MHz,6.144MHz,3.072MHzからの選択 

（3）SBCKは12.288MHz,6.144MHz,3.072MHzからの選択 

（4）RLRCKは192kHz,96kHz,48kHzからの選択 

（5）SLRCKは192kHz,96kHz,48kHzからの選択 

・TMCKソース時の各クロック出力端子の設定範囲を以下に示す。 

（1）RMCKは512fsまたは256fsの1/1,1/2,1/4からの選択 

（2）RBCKは64fs出力 

（3）RLRCKはfs出力 

（4）SBCKは128fs,64fs,32fsからの選択 

（5）SLRCKは2fs,fs,fs/2からの選択 

・RBCKP,RLRCKP,SBCKP,SLRCKPでRBCK,RLRCK,SBCK,SLRCKの極性を反転することが出来る。 

・クロック切換えはマイコンインタフェースCEの立ち下がり後に出力されるRLRCKの立ち上がり 

エッジから処理される。 

 

表10.3:出力クロック周波数一覧表(太字アンダーラインは初期設定値) 

PLL ソース（内蔵 VCO CK） TMCK ソース（TMCK 入力 CK） XIN ソース（XIN 入力 CK）
出力端子名 

512fs 256fs 512fs 256fs 12.288MHz 24.576MHz 

RMCK 

512fs 

256fs 

128fs 

256fs 

128fs 

64fs 

512fs 

256fs 

128fs 

256fs 

128fs 

64fs 

12.288MHz 

6.144MHz 

3.072MHz 

24.576MHz 

12.288MHz 

6.144MHz 

RBCK 64fs 

12.288MHz 

6.144MHz 

3.072MHz 

RLRCK fs 

192kHz 

96kHz 

48kHz 

SBCK 

128fs 

64fs 

32fs 

12.288MHz 

6.144MHz 

3.072MHz 

SLRCK 

2fs 

fs 

fs/2 

192kHz 

96kHz 

48kHz 

 



LC89057W-VF4A-E 

 No.7202-18/63 

10.1.8 出力クロック系統図(RMCK,RBCK,RLRCK,SBCK,SLRCK,XMCK) 

・出力クロックと切換え機能の関係を以下に示す。 

・図中のPLLはPLLソースもしくはTMCKソース、XINはXINソースを示す。 

・スイッチ近傍の[ ]は書き込みコマンド名に対応する。 

・スイッチ間を接続する破線は連動した切換えを示す。 

・Lock/UnlockはPLLのロック/アンロックにより自動的に切換わる。 

・Master/Slaveは復調機能のマスタ/スレーブ機能切換えによって切換える。 

 

図 10.3:クロック出力系統図 

Master Clock 
Generator 

SBCK (O) 

SLRCK (O) 

XMCK (O) 

XTAL Source 

PLL Source 

RMCK (O) 
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MUTE 

2fs 
fs 

fs/2 
MUTE 

RBCK (I/O) 

RLRCK (I/O) 

to internal circuits

PLL 64fs

PLL fs

[RCKSEL]  ([SELMTD]=1) 

Master / Slave 

128fs 
64fs 
32fs 

MUTE 

12.288MHz / 24.576MHz
6.144MHz / 12.288MHz

MUTE

Lock / Unlock
[PRSEL]

[XRSEL]

[PSBCK]

[PSLRCK]

[XSLRCK]

[XMSEL]

[SELMTD] 

12.288MHz / 24.576MHz
6.144MHz / 12.288MHz
 3.072MHz / 6.144MHz

MUTE

[XRBCK]

[XRLRCK]

12.288MHz
6.144MHz
3.072MHz

MUTE

[XSBCK]

192kHz
96kHz
48kHz
MUTE

PLL

XIN

PLL

XIN

PLL

XIN

PLL

XIN

PLL

XIN

XIN

192kHz
96kHz
48kHz
MUTE

12.288MHz
6.144MHz
3.072MHz

MUTE

12.288MHz or 24.576MHz

256fs or 512fs 
TMCK Source 
256fs 

[OCKSEL]  ([SELMTD]=0) 
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10.1.9 クロック切換え遷移信号出力(CKST ) 

・CKSTはPLLのロック/アンロックによる出力クロックの変化時にLパルスを出力する。 

・ロックイン過程でCKSTのLパルスは入力データ検出後PLLがロックした後のXINクロックから 

生成されたワードクロックで立ち下がり一定期間を経過した後RERRと同タイミングで立ち上がる。 

・アンロック過程でCKSTのLパルスはPLLロック検出信号のRERRと同タイミングで立ち下がりXIN 

クロックから生成されたワードクロックを一定カウントした後に立ち上がる。 

・CKSTのLパルスの立ち上がりおよび立ち下がりエッジを検出することによりPLLのロック状態変化

やクロック変化のタイミングを捕らえることが出来る。 

 

 

図 10.4:クロック切換えタイミング 

VCO クロック 

XTAL クロック 

RMCK 

CKST 

RERR 

PLL ロック状態 UNLOCK LOCK

UNLOCK UNLOCK

(b) :アンロック過程時

(a) :ロックイン過程時

RX0 to RX6 

VCO クロック 

XTAL クロック 

RMCK 

CKST 

RERR 

PLL ロック状態 

RX0 to RX6 

Digital data

Digital data 

PLL ロック後
RERR 同タイミング 

0.6ms to 6.4ms RERR 同タイミング

45ms to 300ms
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10.2 バイフェーズ信号入出力 

10.2.1 バイフェーズ信号入力受信範囲 

・入力データの受信範囲はPLLSELによるPLLロック周波数設定に依存する。この設定と保証される受

信範囲の関係を以下に示す。 

 

表10.4:PLL出力クロック設定と受信範囲の関係(FSLIM[1:0]=00) 

PLL出力クロック設定 入力データ受信範囲 

512fs(PLLSEL=0) 28kHz～105kHz 

256fs(PLLSEL=1) 28kHz～195kHz 

 

・上記のPLL出力クロックの設定範囲内で入力データのfs受信範囲を制限することが出来る。この設

定はFSLIM[1:0]で行う。この機能を使用した場合、設定範囲を越えた入力データはエラーと見な

されクロックソースはXINソースに自動的に切換わりRDATA出力データはRDTSELの設定に従う。 

 

10.2.2 バイフェーズ信号入出力端子(RX0～RX6,RXOUT) 

・デジタルデータ入力端子は7系統ある。更に変調機能によって変調されたデータも選択可能でこの

信号を含めると8系統からの選択が可能となる。但し、設定条件によって選択可能な端子が制限さ

れる。 

（1）RX0,RX2～RX6の6系統は5V耐圧のTTLレベル入力端子。 

（2）RX1はアンプ内蔵コアキシャル対応入力端子で最小200mVp-pのデータまで受信可能。 

・復調入力とRXOUT出力の信号はそれぞれ独立して選択できる。 

（1）復調データはRISEL[2:0]で選択する。 

（2）RXOUT出力データはROSEL[2:0]で選択する。 

・RXOUTはRXOFFでミュート出来る。クロックジッタ低減のためRXOUT未使用時はミュートすることを

推奨する。 

・RXMONの設定でデータ入力状態を監視することが出来る。各データ入力端子の状態はCCBアドレス

0xEA、出力レジスタDO0～DO7に格納される。尚、この機能はXINクロックを使用しているのでRXMON

設定時は発振アンプを連続動作モードにする必要がある。 

・ULSELの設定でデータ復調入力端子切換えをPLLのアンロックを経由して行うことが出来る。 

これによりデータの切換わりを周辺デバイスへ正確に伝えることが出来る。RISEL[2:0]による端

子切換えを実行してからデータを受け付けるまでの間隔は250～350μs程度である。尚、この機能
も発振アンプを連続動作モードに設定する必要がある。 

 

図 10.5:PLL アンロック経由の入力端子選択処理 

入力端子選択

内部供給信号

RX0 RX2 RX3 RX1 

RX0 RX2 RX3 RX1 

250μs to 350μs 
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10.2.3 バイフェーズ信号入力回路(RX0,RX1,RX2) 

・アンプ内蔵RX1をコアキシャル入力端子として使用する場合、隣接する入力端子RX0,RX2の影響を受

けて誤動作することがある。このためRX0,RX2をL電位に固定してRX1への影響を回避する必要がある。 

・RX1が選択されている時RX1への入力信号がACカップリングなどで一時的にもオープンになる場合 

は必ずRX0,RX2の電位固定が必要になる。この場合、選択可能なバイフェーズ信号入力端子は

RX1,RX3～RX6の5系統となる。 

・RX1が選択されている時RX1への入力信号がHまたはLに必ず固定される場合はRX0,RX2の処理は不要

である。この場合は7系統の入力端子が全て有効に使用出来る。 

 

 

(a) :コアキシャル入力回路

Coaxial 
RX0

RX1

RX2

RX3

RX4

RX5

RX6

Optical

LC89057W-VF4A-E 

0.1μF

75Ω 

etc.

(b) :光入力回路

100Ω

Optical 
RX0

RX1

RX2

RX3

RX4

RX5

RX6

Optical

LC89057W-VF4A-E 

etc.

図 10.6:バイフェーズ信号入力回路 
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10.3 シリアルオーディオデータ入出力 

10.3.1 出力データフォーマット(RDATA) 

・出力フォーマットはOFSEL[2:0]で設定する。出力フォーマットの初期値はI2Sとなる。 

・後詰め出力はマスタモード時のみ有効である。スレーブモード時では正しいデータが出力され 

ない。 

・出力データはRERR出力がLになった直後のRLRCKのエッジに同期して出力される。 

 

 

図 10.7:データ出力タイミング

(0):I2Sデータ出力

(1):MSBファースト前詰めデータ出力

(2):MSBファースト後詰めデータ出力

MSB LSB MSB LSB LSB 
16,20,24bit 16,20,24bit 

L-ch
R-ch

MSB LSB MSB LSB

max. 24bit max. 24bit

L-ch
R-ch

MSB 

MSB LSB MSB LSB 
max. 24bit max. 24bit

L-ch
R-ch

RLRCK (O)

RBCK (O)

RDATA (O)

RLRCK (O)

RBCK (O)

RDATA (O)

RLRCK (O)

RBCK (O)

RDATA (O)
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10.3.2 シリアルオーディオデータ入力フォーマット(SDIN) 

・24ビット入力可能なシリアルデジタルオーディオデータ入力端子SDINを設けている。 

・SDINへ入力するシリアルオーディオデータのフォーマットは復調データ出力フォーマットと同一 

を推奨する。復調データ出力の初期値はI2Sである。 

図 10.8:シリアルオーディオデータ入力タイミング

(0) : I2Sデータ入力

(1) : MSBファースト前詰めデータ入力

(2) : MSBファースト後詰めデータ入力

16,20,24bit 16,20,24bit

MSB LSB MSB LSB

L-ch
R-ch

MSB 

MSB LSB MSB LSB

L-ch
R-ch

RLRCK (O) 

RBCK (O) 

RDATA (O) 

RLRCK (O) 

RBCK (O) 

RDATA (O) 

MSB LSB MSB LSB

max. 24bit max. 24bit

SDIN (I) 

MSB LSB MSB LSB

max. 24bit max. 24bit

MSB SDIN (I) 

L-ch
R-chRLRCK (O) 

RBCK (O) 

RDATA (O) 

MSB LSB MSB LSB LSB SDIN (I) 

MSB LSB MSB LSB LSB 
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10.3.3 出力データの切換え(SDIN,RDATA) 

・RDATAはPLLロック時に復調データ、PLLアンロック時にSDIN入力データを出力する。この切換えはPLL

のロック/アンロック状態に応じて自動的に行われる。詳細は以下のタイミング図を参照すること。 

・SDIN入力データ選択時はSDINデータに同期したクロックソースに切換えること。 

・RDTSTAの設定でPLLのロック/アンロック状態に関わらずSDIN入力データをRDATAへ出力する。 

・RDTMUTの設定でRDATA出力データを強制的にミュートすることも可能である。 

・OCKSEL,RCKSELでクロックソースをXINに設定している場合でもPLLOPRでPLLの動作を停止しない限

りPLLは動作している。このときRESTAで強制的にエラー出力に設定しない限りPLLの状態はRERRよ

り常に出力される。また、PLLの状態に関わらず処理された情報はマイコンインタフェースで読み

出すことが可能である。 

 

図10.9:RDATA出力データ切換えタイミング図

(b) :アンロック過程時

(a) :ロックイン過程時

RERR

CKST

RDATA

PLLロック状態

PLLロック状態

UNLOCK LOCK

RERR

CKST

RDATA

LOCK UNLOCK

SDIN data Muted Demodulation data

SDIN dataDemodulation data Muted
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10.3.4 データ系統図(RX0～RX6,TXO,RXOUT,TDATA,RDATA,SDIN) 

・RDTSELでRDATA出力データをSDIN入力データに切換えられる。 

・TDTSELでSDIN入力データを変調機能へ入力できる。 

・変調出力を入力切換えマルチプレクサに入力しているので変調出力をRXOUTからも取り出せる。 

この機能を用いればADコンバータでデジタル化した信号をデジタル録音出力などに利用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.3.5 入力データサンプリング周波数の算出 

・XINクロックを使用して入力データのサンプリング周波数を算出する。 

・発振アンプがPLLのロック状態に応じて自動停止するモードではRERRのエラー期間に算出処理され

発振アンプの停止とともに算出を完了して値を保持する。従って、算出確定後はPLLがアンロック

するまで値は変化しない。 

・発振アンプが連続動作モードでは常時算出処理を繰り返す。従って、チャネルステータスの標本 

化情報が変化しない入力データがPLLのキャプチャーレンジ内でサンプリングが変わっても入力

データに追従した算出結果を読み出すことが出来る。 

・算出結果はCCBアドレス0xEB、出力レジスタDO4～DO7およびDO8～DO15から読み出すことが出来る。

レジスタDO4～DO7はエンコードされた結果でDO8～DO15は算出カウンタ値となる。但し、算出カウ

ント値は8ビットで出力されるので算出可能なfsは24kHzより以上となる。詳細はマイコンインタ 

フェースの章を参照すること。 

図10.10:データ系統図
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10.4 エラー出力・処理 

10.4.1 ロックエラー、データエラー出力(RERR) 

・RERRはPLLがロックエラーした場合やデータエラーが生じた場合にエラーフラグを出力する。 

・RESELの設定で非PCMデータ受信時をエラーとすることも可能である。 

・RERRの出力条件はRESTAで設定する。常時PLL状態を出力することが可能なためクロックソースが 

XINの場合にも常にPLLの状態を監視できる。 

 

10.4.2 PLLロックエラー 

・バイフェーズ変調の規則性が失われた入力データ、またはプリアンブルB、M、Wを検出できない 

入力データに対してPLLはアンロックする。 

・RERRはPLLがロックエラーの時Hとなり、データ復調が正常に戻って45～300ms程度Hを保持して 

からLになる。 

・RERRはRLRCKに同期して出力される。 

 

10.4.3 入力データパリティエラー 

・入力データ中のパリティビットから奇数個のエラー、入力パリティエラーを検出する。 

・入力パリティエラーが9回以上連続して発生した場合、RERRはHとなりPLLがロック状態であること

を検出して45～300ms程度Hを保持してからLになる。 

・REDERで入力パリティエラー8回以内の連続発生に対してエラーフラグの出力形式を選択すること 

が出来る。 

 

10.4.4 その他のエラー 

・RERRがLになってもチャネルステータスのビット24～27(標本化周波数)を常時取り込んで 

1ブロック前のデータと現データの比較を行っている。また、入力データから抽出されたfs 

クロックから入力データのサンプリング周波数を算出して前述同様にfs算出値の比較を行ってい

る。ここでこれらデータに相違が生じた場合、直ちにRERRをHにしてPLLロックエラーと同等の処

理を実行する。 

・fsが変化した時PLLはロックエラーを起こすが、fsが変化するソース(例：バリアブルピッチ機能 

付きCDプレーヤ等)に対応するために、fsが変化してもPLLキャプチャレンジ内のfs変化ならば 

エラーフラグを出力しない設定をFSERRで行うことが出来る。更にFSERRの設定はFSLIM[1:0]によ

る受信範囲内入力データにおいてfs算出結果をエラーフラグに反映することなくPLLがロック状

態になればRERRをLにする。 

・RESELで非PCMデータ入力時をエラーとする設定を行った場合、非PCMデータ入力検出時にRERRは 

H出力になる。この時のPLLロック状態および各出力クロックは入力データに従うが出力データは 

ミュートされる。 
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10.4.5 エラー発生時のデータ処理(ロックエラー、パリティエラー) 

・エラー発生時のデータ処理を以下に示す。8回連続以内で入力パリティエラーが発生した場合、伝

送データがPCMオーディオデータの時は1フレーム前のL-ch、R-chおのおので保持されたデータに

置き換えられる。しかし、伝送データが非PCMデータの時はエラーデータをそのまま出力する。 

非PCMデータとは入力パリティエラーが発生する前に検出されたデータに基づき、チャネル 

ステータスのビット1非PCMデータ検出ビットがHになっている時のデータとする。 

・PLLロックエラーや9回以上連続のパリティエラー発生時の出力データはミュート処理される。 

・8回連続以内のパリティエラーに対してチャネルステータスデータは1ブロック前のビット単位で 

保持されたデータが出力される。 

 

表9.5:エラー発生時のデータ処理 

データ 
PLLロック 

エラー 

入力パリティ 

エラー（a） 

入力パリティ 

エラー（b） 

入力パリティ 

エラー（c） 

RDATA出力 L L 前置データ 出力 

fs算出結果 L 出力 出力 出力 

チャネルステータス L L 前置データ 前置データ 

バリディティフラグ L L 出力 出力 

ユーザデータ L L 出力 出力 

入力パリティエラー（a）：9回以上連続した場合 

入力パリティエラー（b）：8回連続以内でオーディオデータの場合 

入力パリティエラー（c）：8回連続以内で非PCMバーストデータの場合 

 

 

・パリティエラーが発生した時のデータ処理の一例を以下に示す。 

 

 

図10.11:パリティエラー時のデータ処理例
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10.4.6 エラー回復時の処理 

・プリアンブルB、M、Wを検出するとPLLはロック状態になりデータ復調を開始する。 

・RDATA出力データはRERRがLになってRLRCKのエッジから出力される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5 チャネルステータスデータ出力 

10.5.1 データ区分指定ビット1出力(AUDIO ) 

・AUDIOは入力バイフェーズデータがPCMオーディオデータか否かを示すチャネルステータスの 

ビット1を出力する。RERRがH出力期間でも検出されれば直ちに出力される。 

・AOSELでIEC61937やDTS-CD/LD検出フラグとOR出力することも出来る。 

 

表10.6: AUDIO出力 

AUDIO  出力条件 

L PCMオーディオデータ(ビット1=L) 

H オーディオ以外のデータ(ビット1=H) 

 

10.5.2 エンファシス情報出力(EMPHA) 

・EMPHAは民生用および放送局スタジオ用エンファシス時定数50/15μsの有無を出力する。 
RERRがH出力期間でも検出されれば直ちに出力される。 

 

表10.7:EMPHA出力 

EMPHA 出力条件 

L プリエンファシス無 

H 50/15μsプリエンファシス有 

 

図 10.12:データ復調開始時のデータ処理 

RERR 

45ms to 300ms

OK

RDATA 

RLRCK 

データ

RERRフラグが立下がった直後の RLRCKエッジから出力開始 

内部ロック信号 
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10.6 その他出力 

10.6.1 バリディティフラグ出力(VO) 

・AUDIO /VOの出力内容をVOSELで切換えることによりAUDIO /VOからバリディティフラグを出力する

ことが出来る。 

・各サブフレームごとに伝送されて来るバリディティフラグを以下のタイミングで出力する。 

・バリディティフラグはエラーの対象となる出力データより0.5～1フレーム早く出力される。 

 

表10.8:VO出力 

VO 出力条件 

L エラー無(バーストデータでない) 

H エラー発生有(バーストデータ可能性有) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.6.2 ユーザデータ出力(UO) 

・EMPHA/UO/COの出力内容をUOSELで切換えることによりEMPHA/UO/COからユーザデータを出力するこ

とが出来る。但し、UOSELの設定はPBSEL1を0に設定した時のみ有効となりPBSEL1を1に設定した時

は無効となる。尚、PBSEL0はこの時は無関係である。 

・各サブフレームごとに伝送されて来るユーザデータを以下のタイミングで出力する。 

 

図10.13:バリディティフラグ出力タイミング

RLRCK

RBCK

VO

図10.14:ユーザデータ出力タイミング

RLRCK

RBCK

UO U U UUU
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10.6.3 チャネルステータスデータ出力(CO) 

・EMPHA/UO/CO の出力内容はプリアンブル Bシンク信号出力設定を行う PBSEL1 を切換えることによ

り EMPHA/UO/CO からチャネルステータスデータを出力することが出来る。 

・チャネルステータスデータは各サブフレームごとにデータを取り込み出力しているため RLRCK と

の極性は不確定である。但し、次に説明するプリアンブル Bシンク信号 PB の H出力期間とチャネ

ルステータスのビット 0データ出力（c0 Lch, c0 Rch）とのタイミングは以下のようになる。 

 

 

 
 

RLRCK

RBCK

CO c0  Lch c0  Rch c1  Lch c1  Rch c2  Lch 

PB

 
 

図 10.15：チャネルステータスデータ出力タイミング 

 

 

 

10.6.4 プリアンブル Bシンク信号出力(PB) 

・CKST /PB の出力内容を PBSEL[1:0]で切換えることによりCKST /PB からチャネルステータスの 

ブロックシンクであるプリアンブル Bシンク信号を出力することが出来る。 

・PB 信号はチャネルステータスのビット 0データが出力される期間 Hを出力しそれ以外の期間は 

L を出力する。 

・PBSEL[1:0]は DIT 機能のプリアンブル Bシンク信号を出力する設定も可能である。しかし端子を

共有しているためDIR機能と DIT機能のプリアンブルBシンクを同時にPBから出力する設定は出

来ない。 

・DIR 機能のプリアンブル Bシンク信号出力を設定した場合、EMPHA/UO/CO 端子からはチャネル 

ステータスデータが出力され UOSEL の設定は無効となる。 
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10.7 IEC61937,DTS-CD/LD検出フラグ出力 

・非PCMデータに対してIEC61937、DTS-CD/LD検出フラグを出力する機能を有する。 

・INT出力内容設定で非PCM信号出力設定UNPCMを選択するとIEC61937またはDTS-CD/LD同期信号を検

出してINTから割り込み信号を出力する。この情報から出力レジスタを読み出すことで非PCM信号

の詳細が判明する。 

・IEC61937検出はチャネルステータスのbit1が非PCMデータ1の時にIEC61937同期信号を検出して出

力する。bit1がPCMデータの場合は出力されない。 

・DTS-CD/LDの同期信号検出は同期パターンおよび規定周期から検出する。またDTS-ESデータの検出

はDTS5.1chの同期信号が検出されてDTS-ESの同期パターンが確認された時に出力する。 

・IEC61937やDTS-CD/LD検出フラグはfsが変化した時やPLLロックエラー、データエラーが発生した

時にクリアされる。 

・DTS同期信号はオーディオデータ内に設けてあるためDTS記録されていない通常のCD/LD盤によって

は稀にDTS同期信号と同じ符号のデジタルデータが存在することがある。これを誤ってDTS-CD/LD

検出フラグとして誤認識しないように同期パターンや規定周期で保護をかけている。以下に検出

シーケンスを示す。 

図 10.15:DTS データ検出フローチャート

4096 フレーム間
フレーム数

512, 1024, 2048, 4096

SYNC検出

フレームカウンタ

リセット

IEC61937 フラグ OK 
「INT」立下 

NO 

YES 

YES 

NO 

YES

NO 

YES

NO 

NO 

YES

PaPb 検出 
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フレームカウンタ

スタート
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フレームカウンタ 
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1024 → 1024 or 2048
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4096 → 4096

1st count 2nd count

DTS-CD/LD データ保持

フレームカウント数保持

フレームカウンタ

スタート 

YES 

NO 

NO 

YES 

bit1 検出 
bit1=1 

512, 1024, 2048, 4096

IEC61937 フラグ NG

「INT」立下

4096 フレーム間

PaPb 検出 

IEC61937 データ保持 

DTS-CD/LD フラグ OK

「INT」立下

DTS-CD/LD フラグ NG 
「INT」立下 
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11 変調機能と汎用I/Oの説明 

11.1 変調機能使用方法 

11.1.1 初期設定 

・変調機能と汎用パラレルI/Oポート機能は端子を共有しているため同時に使用できない。変調機能

を選択するにはINTを10kΩ抵抗でプルダウンする。この詳細については9章を参照すること。 
・初期状態の変調機能は停止状態である。変調機能を使用する場合にはTXOPRで設定する。 

 

11.1.2 データ入出力(TMCK,TBCK,TLRCK,TDATA,TXO) 

・TMCKに256fsまたは128fsクロック、TBCKに64fsクロック、TLRCKにfsクロック、TDATAに 

オーディオデータを入力することでバイフェーズ変調されたデータをTXOから出力する。 

・TMCKへ入力するクロック周波数はTCKSELで設定する。但し、TMCKを256fsに設定した場合はTMCKの

立ち上がりにTBCKの立ち下がりが同期していること。また128fsに設定した場合はTMCKの立ち下が

りにTBCKの立ち下がりが同期していること。 

・TLRCKクロックの極性はTXLRPで設定する。 

・入力データはサンプリング周波数32k～192kHz、伝送レート4M～25MHz、最長24ビットデータ 

まで変調することが出来る。 

・入力データフォーマットの初期値はI2Sに設定されている。MSBファースト前詰めデータ入力に 

切換えるにはTXDFSで設定する。 

・チャネルステータスは先頭48ビットのデータをマイコンインタフェースで書き込むことが 

出来る。 

・TXOはTXOPRの停止設定またはTXMUTでL固定出力になる。 

 

 

図 11.1:データ入力タイミング 

(0) : I2Sデータ入力

(1) : MSBファースト前詰めデータ入力

MSB LSB MSB LSB

max. 24bit max. 24bit

L-ch
R-ch

MSB 

MSB LSB MSB LSB 
max. 24bit max. 24bit

L-ch
R-ch

TLRCK (I) 

TBCK (I) 
TDATA (I) 

TLRCK (I) 

TBCK (I) 
TDATA (I) 
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11.1.3 バリディティフラグ入力(VI) 

・RX5/VIの入力内容をVISELで切換えることによりRX5/VIからバリディティフラグを入力することが

出来る。 

・バリディティフラグの書き込みタイミングを以下に示す。バリディティフラグはマイコンインタ 

フェースでも書き込むことが出来るが端子設定が優先する。 

・マイコンインタフェースによるバリディティフラグの書き込みはVMODEで行う。 

 

表11.1:RX5/VI入力 

RX5/VI 出力条件 

0 エラー無 

1 エラー有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1.4 ユーザデータ入力(UI) 

・RX6/UI の入力内容を UISEL で切換えることにより RX6/UI からユーザデータを入力することが 

出来る。 

・ユーザデータの書き込みタイミングを以下に示す。 

・プリアンブル Bシンク信号を基準にユーザデータを書き込むことも可能である。プリアンブル 

Bシンク信号の出力はDIR機能同様PBSEL[1:0]で設定する。設定後はCKST /PBから出力される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.2:バリディティフラグ入力タイミング 

V-L2 V-R2 V-L3 V-R1V-L1

L1 L2 L3 R2R1TLRCK

TBCK
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内部ラッチ信号 

図 11.3:ユーザデータ入力タイミング
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11.1.5 SDIN入力データの変調出力 

・SDIN入力データを変調処理してその出力をTXO,RXOUTから取り出せる。 

・SDIN入力データを変調するにはTDTSELで設定する。 

・TMCK,TBCK,TLRCKにはSDINに同期したクロックを入力すること。 

・SDIN入力データフォーマットは変調処理時の設定と一致させること。 

 

11.1.6 モノラル出力 

・TXMOD[1:0]で入力データの片チャネルデータのみを入力fsの1/2fsレートで出力することが 

出来る。 

・この動作はバイフェーズの規則性は守られるがデータとプリアンブルの相関はない。 

・チャネルステータスの書き込みは出力レートに同期する。 

・バリディティフラグ、ユーザデータはフレーム単位での書き込みとなる。L,Rチャネル共に同じ 

データを入力すること。 

・この設定で2チャネルのステレオ信号を処理する場合はLC89057W-VF4A-Eが2個必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.4:片チャネルデータ変調 

TLRCK

TDATA

TXO [1] L2 L3 L4 L1L0 

TXO [2] R2 R3 R4 R1R0 

L1 R1 L2 R2 L3 R3 L4 R4 L5 R5 R0 

M W M W

M W M W

M 

M 

Ln 

Rn 



LC89057W-VF4A-E 

 No.7202-35/63 

11.2 汎用I/O(PIO0,PIO1,PIO2,PIO3,PIOEN) 

11.2.1 初期設定 

・変調機能と汎用パラレルI/Oは端子を共有しているため同時に使用できない。汎用I/Oを利用する 

にはINTを10kΩ抵抗でプルアップする。設定方法の詳細については9章を参照すること。 
・汎用パラレルI/Oの出力機能はマイコンインタフェースより入力されたシリアルデータをパラレル

変換してPIO0,PIO1,PIO2,PIO3から出力する。入力機能はPIO0,PIO1,PIO2,PIO3へ入力されたパラ

レルデータを内部レジスタに記憶してそのレジスタ内容をマイコンインタフェースで読み出す。 

・4ビットの汎用I/Oを入出力混在で使用することは出来ない。入出力の切換えはPIOENで行う。 

PIOENがHの時は汎用I/Oは全て入力端子になる。PIOENがLの時、汎用I/Oは全て出力端子になる。 

 

11.2.2 入出力設定 

・汎用I/Oにおけるデータのやり取りにはマイコンインタフェースと書き込み/読み出しレジスタを 

使用する。これらの詳細については、マイコンインタフェースの説明も参照すること。 

・汎用I/Oの書き込み設定（マイコン→書き込みレジスタ→汎用I/O出力） 

（1）汎用I/Oからデータを出力する場合はPIOENをLにする。 

（2）出力するデータをCCBアドレス0xE8、コマンドアドレス0x10、入力レジスタDI12～DI15に 

設定する。 

（3）書き込み時は変調機能設定レジスタのDI8～DI11には必ず0を入力すること。 

（4）PI[3:0]へ書き込まれたデータが汎用I/Oから出力される。 

・汎用I/Oの読み出し設定(汎用I/O入力→読み出しレジスタ→マイコン) 

（1）汎用I/Oにデータを入力する場合はPIOENをHにする。 

（2）入力されたデータはCCBアドレス0xEB、出力レジスタDO0～DO3に格納される。 

（3）PI[3:0]を読み出すことでデータをマイコンへ送ることが出来る。 
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12 マイコンインタフェース(INT ,CL,CE,DI,DO) 

12.1 マイコンインタフェースの説明 

12.1.1 割り込み出力(INT ) 

・割り込み出力はPLLのロック状態や出力データ情報などに変化が生じた時に出力する。 

・割り込み出力は割り込み要因を選択するレジスタとその状態遷移を出力するINT端子、および 

割り込みの要因データを格納するレジスタから構成される。 

・通常INTはH出力状態で割り込み要因の発生によってLを出力する。L出力後はINTOPFの設定に従いH

に戻る。 

・INTOPFで一定期間Lパルスを保持しHレベルにクリアするか、もしくは出力レジスタの読み出しと 

同時にクリアするかを選択する。 

・割り込み要因は以下の項目から選択する。この項目はCCBアドレス0xE8、コマンドアドレス0x08の

内容で同時に複数の要因項目を設定することが出来る。INTは選択した割り込み要因のOR演算結果

が出力される。 

 

INT出力=(選択要因1)＋(選択要因2)＋・・・＋(選択要因n) 

 

表12.1:割り込み要因設定内容の説明 

No. コマンド名 内容 

1 ERROR RERR端子の状態が変化した時に出力する 

2 INDET 入力データ端子状態が変化した時に出力する(発振アンプ動作条件有) 

3 FSCHG 入力fsの算出結果が変化した時に出力する(発振アンプ動作条件有) 

4 CSRNW 先頭48ビットチャネルステータスデータが更新された時に出力する 

5 UNPCM AUDIO 端子の状態が変化した時に出力する 

6 PCRNW バーストプリアンブルPcが更新された時に出力する 

7 SLIPO スレーブ設定時のデータ2度読み、欠落が発生した時に出力する 

8 EMPF エンファシス情報が変化した時に出力する 

 

・設定した割り込み要因の内容は要因発生時にCCBアドレス0xEAの出力レジスタDO8～DO15に格納 

される。但し、要因項目1、5に対する読み出しレジスタはそれぞれ読み出し時のRERRおよびAUDIO

端子の状態が出力される。要因項目1、5を除くその他のデータについては要因発生時にレジスタ

に格納される。 

・要因項目2、3は発振アンプのクロックを使用するためPLLロック中もモニタする場合は発振アンプ

を連続動作モードに設定する必要がある。 

・要因発生後にINTを出力レジスタの読み出しと同時にクリアする動作は出力レジスタ0xEAが設定さ

れた直後に実施される。 

・要因発生後のINT出力をLパルス出力モードに設定した場合のパルス幅は1割り込み要因に対して

1/2fs～3/2fs期間となる。 
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12.1.2 CCBフォーマット 

・各種機能の設定や情報の書き込み、読み出しをマイコンインタフェースで行う。 

・マイコンインタフェースのデータフォーマットは当社オリジナルのシリアルバスフォーマット

(CCB)に準拠しているがデータ出力方式にはオープンドレインではなくスリーステートを採用し

ている。 

・データの入出力はCCBアドレス入力後に行う。データの入出力タイミングについては入出力タイミ

ング図を参照すること。 

 

表12.2:レジスタ入出力内容とCCBアドレスの関係 

レジスタ入出力内容 R/W CCB address B0 B1 B2 B3 A0 A1 A2 A3

機能設定データ入力 Write 0xE8 0 0 0 1 0 1 1 1 

CSデータ入力 Write 0xE9 1 0 0 1 0 1 1 1 

割り込みデータ出力 Read 0xEA 0 1 0 1 0 1 1 1 

fsデータ出力 Read 0xEB 1 1 0 1 0 1 1 1 

CSデータ出力 Read 0xEC 0 0 1 1 0 1 1 1 

Pcデータ出力 Read 0xED 1 0 1 1 0 1 1 1 

 

12.1.3 データ書き込み方法 

・A0～A3およびB0～B3のCCBアドレス、DI0およびDI1のチップアドレス、DI4～DI7のコマンド 

アドレス、DI8～DI15のデータの順で入力する。DI2およびDI3はシステムで予約済みである。 

0を入力すること。 

・チップアドレスはDI0がCAL(下位)、DI1がCAU(上位)に対応する。詳細は9.2を参照すること。 

 

12.1.4 データ読み出し方法 

・読み出したデータはDOから出力される。DOはCEがL期間ではハイインピーダンス状態となりCCB 

アドレスで出力設定が成立した後のCEの立ち上がりから出力を開始する。その後CEを立ち下げる 

ことでハイインピーダンス状態に戻る。 

・LC89057W-VF4A-Eを複数個使用してDO出力を共有する場合はDOENの設定でデータ読み出し対象外の 

LC89057W-VF4A-EのDO出力を常時ハイインピーダンス状態に設定することが出来る。この設定によ

り目的の出力のみを読み出すことが出来る。 
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12.1.5 入出力タイミング 

図12.2:入力タイミング図(Normal H clock)

図12.4:出力タイミング図(Normal H clock, DO0はポートで読む必要がある)
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図12.1:入力タイミング図(Normal L clock)

図12.3:出力タイミング図(Normal L clock)
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12.2 書き込みデータ 

12.2.1 書き込みコマンド一覧表 

・書き込みコマンドの一覧を以下に示す。 

・以下の表のコマンドを書き込む場合CCBアドレスは0xE8に設定すること。 

 

Addr 設定項目 DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

0 全システム設定 TESTM 0 TXOPR RXOPR INTOPF 0 DOEN SYSRST

1 復調システム設定 PBSEL1 PBSEL0 FSLIM1 FSLIM0 RXMON AOSEL VOSEL UOSEL 

2 マスタクロック AMPOPR1 AMPOPR0 EXSYNC PLLOPR XMSEL1 XMSEL0 XINSEL PLLSEL

3 R系統出力クロック XRLRCK1 XRLRCK0 XRBCK1 XRBCK0 XRSEL1 XRSEL0 PRSEL1 PRSEL0

4 S系統出力クロック XSLRCK1 XSLRCK0 XSBCK1 XSBCK0 PSLRCK1 PSLRCK0 PSBCK1 PSBCK0

5 ソース切換え 0 RDTMUT RDTSTA RDTSEL 0 RCKSEL OCKSEL SELMTD

6 データ入出力 RXOFF ROSEL2 ROSEL1 ROSEL0 ULSEL RISEL2 RISEL1 RISEL0

7 出力形式設定 SLRCKP SBCKP RLRCKP RBCKP 0 OFSEL2 OFSEL1 OFSEL0

8 INT 要因選択 EMPF SLIPO PCRNW UNPCM CSRNW FSCHG INDET ERROR 

9 RERR条件設定 ERWT1 ERWT0 FSERR RESTA XTWT1 XTWT0 REDER RESEL 

10 変調システム設定 PI3 PI2 PI1 PI0 0 VMODE VISEL UISEL 

11 変調データ設定 TCKSEL 0 TXMOD1 TXMOD0 TXMUT TDTSEL TXLRP TXDFS 

12 テスト 0 0 0 0 0 0 0 0 

13 テスト 0 0 0 0 0 0 0 0 

14 テスト 0 0 0 0 0 0 0 0 

15 テスト 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

・DI8～DI15のコマンドエリアで0は予約ビットである。0を入力すること。 

・コマンドアドレス0x12～0x15はテスト用に予約されている。書き込み禁止である。 
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12.2.2 書き込みコマンド詳細 

CCB address:0xE8・command address:0・全システム設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 0 0 0 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

TESTM 0 TXOPR RXOPR INTOPF 0 DOEN SYSRST 

 

SYSRST システムリセット 

 0：リセットしない(初期値) 

 1：コマンドレジスタ以外の回路をリセットする 

DOEN DO端子出力設定 

 0：出力する(初期値) 

 1：常時ハイインピーダンス状態にする(読み出し不可) 

INTOPF INT端子出力設定 

 0：要因発生時にLレベル出力(初期値) 

 1：要因発生時にLパルス出力 

RXOPR 復調機能動作設定 

 0：動作(初期値) 

 1：停止 

TXOPR 変調機能動作設定 

 0：停止(初期値) 

 1：動作 

TESTM テストモード設定 

 0：通常動作(初期値) 

 1：テストモードに入る 

 

・SYSRSTによるリセット処理やRXOPRによる復調機能停止設定を行うとRBCK,SBCKはL出力、

RLRCK,SLRCKはH出力となる。 
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CCB address:0xE8・command address:1・復調機能:システム設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 0 0 1 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

PBSEL1 PBSEL0 FSLIM1 FSLIM0 RXMON AOSEL VOSEL UOSEL 

 

UOSEL EMPHA/UO/CO 端子設定（PBSEL1=0 設定時） 

 0：EMPHA,エンファシス出力(初期値) 

 1：UO,ユーザデータ出力 

 

VOSEL AUDIO /VO 端子設定 

 0： AUDIO ,チャネルステータスビット 1出力(初期値) 

 1：VO,バリディティフラグ出力 

 

AOSEL AUDIO /VO 端子でAUDIO設定時の出力内容設定 

 0：チャネルステータスビット 1のみ出力(初期値) 

 1：チャネルステータスビット 1、IEC61937、DTS-CD/LD 検出 

フラグ出力 

 

RXMON デジタルデータ入力状態監視機能設定 

 0：データ入力状態を監視しない(初期値) 

 1：データ入力状態を監視する 

 

FSLIM[1:0] 入力デジタルデータ信号の標本化周波数受信範囲設定 

 00：制限しない(初期値) 

 01：fs≦96kHz 

 10：fs≦48kHz 

 11：Reserved 

 

PBSEL[1:0] CKST /PB 端子設定 

 00：CKST ,クロック切換え遷移期間信号出力(初期値) 

 01：PB,DIT 機能時のプリアンブル Bシンク信号出力 

 10：PB,DIR 機能時のプリアンブル Bシンク信号出力 

 11：Reserved 

 

 

・PBSEL1 を 1 に設定した場合 EMPHA/UO/CO 端子はチャネルステータスデータ出力端子 CO となり 

UOSELの設定は無効になる。PBSEL1を 0に設定した場合EMPHA/UO/CO端子は UOSELの設定に従う。 

 

・AOSELの設定はVOSELでチャネルステータスビット1出力を選択した場合に有効となる。AOSELで1を

選択した場合、チャネルステータスのビット1やIEC61937、DTS-CD/LDの非PCM同期信号のいずれか

が検出された時AUDIO /VO端子からHが出力される。 
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CCB address:0xE8・command address:2・復調機能:マスタクロック設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 0 1 0 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

AMPOPR1 AMPOPR0 EXSYNC PLLOPR XMSEL1 XMSEL0 XINSEL PLLSEL 

 

 

PLLSEL PLLロック周波数設定 

 0：512fs(fs≦96kHzで使用)(初期値) 

 1：256fs 

XINSEL XIN入力周波数設定 

 0：12.288MHz(初期値) 

 1：24.576MHz 

XMSEL[1:0] XMCK出力周波数設定 

 00：XIN入力周波数の1/1(初期値) 

 01：XIN入力周波数の1/2 

 10：Reserved 

 11：ミュート 

PLLOPR PLL(VCO)動作設定 

 0：動作(初期値) 

 1：停止 

EXSYNC PLL未使用復調機能(外部同期機能)設定 

 0：PLL使用通常動作(初期値) 

 1：PLL未使用外部同期動作 

 (TMCKへ256fsクロックをPLLSELに合わせること) 

AMPOPR[1:0] 発振アンプ動作設定 

 00：PLLロック時発振アンプ自動停止(初期値) 

 01：常時連続動作 

 10：Reserved 

 11：停止 

 

・PLLロック中にPLLOPRでPLLを停止すると出力クロックは全てミュートされPLLがアンロックに 

なってもミュート状態が継続される。 

・PLLロック中にAMPOPR[1:0]で常時連続動作設定を行うとRERRが一旦エラー状態になる。 

但し、FSERRでfsが変化してもPLLの状態に従いエラーとしない設定が成されていればRERRの状態

を維持して設定することが出来る。 

・AMPOPR[1:0]による発振アンプ自動停止モード設定時、PLLロック中に入力fsがPLLのキャプ 

チャレンジ内で変化しロックエラーにならない場合、発振アンプ停止状態においてはfsの算出が

行われないので入力データのfsとfs算出結果が異なる場合が生じる。但し、チャネルステータス

のfs情報が入力データの変化とともに書き変わっていればこの情報はエラーフラグに反映され入

力データのfs算出が実行される。発振アンプ常時連続動作設定時は常時fs算出が行われるのでfs

の変化は常にエラーフラグに反映される。 
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CCB address:0xE8・command address:3・復調機能:R系統出力クロック設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 0 1 1 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

XRLRCK1 XRLRCK0 XRBCK1 XRBCK0 XRSEL1 XRSEL0 PRSEL1 PRSEL0 

 

 

PRSEL[1:0] PLLロック時のRMCK出力周波数設定 

 00：PLLSEL設定周波数の1/2(初期値) 

 01：PLLSEL設定周波数の1/1 

 10：PLLSEL設定周波数の1/4 

 11：ミュート 

XRSEL[1:0] XINソース時のRMCK出力周波数設定 

 00：XINSEL設定周波数の1/1(初期値) 

 01：XINSEL設定周波数の1/2 

 10：XINSEL設定周波数の1/4 

 11：ミュート 

XRBCK[1:0] XINソース時のRBCK出力周波数設定 

 00：3.072MHz出力(初期値) 

 01：6.144MHz出力 

 10：12.288MHz出力 

 11：ミュート 

XRLRCK[1:0] XINソース時のRLRCK出力周波数設定 

 00：48kHz出力(初期値) 

 01：96kHz出力 

 10：192kHz出力 

 11：ミュート 

 

・XINソース時においてRMCKの周波数がRBCKより低い設定ではRBCKからは3.072MHzが出力される。 

SBCKも同様である。 
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CCB address:0xE8・command address:4・復調機能:S系統出力クロック設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 1 0 0 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

XSLRCK1 XSLRCK0 XSBCK1 XSBCK0 PSLRCK1 PSLRCK0 PSBCK1 PSBCK0 

 

 

PSBCK[1:0] PLLロック時のSBCK出力周波数設定 

 00：64fs出力(初期値) 

 01：128fs出力 

 10：32fs出力 

 11：ミュート 

PSLRCK[1:0] PLLロック時のSLRCK出力周波数設定 

 00：fs出力(初期値) 

 01：2fs出力 

 10：fs/2出力 

 11：ミュート 

XSBCK[1:0] XINソース時のSBCK出力周波数設定 

 00：3.072MHz出力(初期値) 

 01：6.144MHz出力 

 10：12.288MHz出力 

 11：ミュート 

XSLRCK[1:0] XINソース時のSLRCK出力周波数設定 

 00：48kHz出力(初期値) 

 01：96kHz出力 

 10：192kHz出力 

 11：ミュート 
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CCB address:0xE8・command address:5・復調機能:クロックソース・RDATA出力設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 1 0 1 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

0 RDTMUT RDTSTA RDTSEL 0 RCKSEL OCKSEL SELMTD 

 

 

SELMTD 出力クロックソース切換え方法設定 

 0：OCKSELに従ってR系、S系を同時に切換える(初期値) 

 1：RCKSELに従ってR系を切換える、S系はXINソースに固定 

OCKSEL SELMTD=0設定時のクロックソース設定 

 0：PLLアンロック時、ソースとしてXINクロックを使用(初期値) 

 1：PLL状態に関わらず、ソースとしてXINクロックを使用 

RCKSEL SELMTD=1設定時のクロックソース設定 

 0：PLLアンロック時、ソースとしてXINクロックを使用(初期値) 

 1：PLL状態に関わらず、ソースとしてXINクロックを使用 

RDTSEL PLLアンロック時のRDATA出力設定 

 0：PLLアンロック時、SDINデータを出力(初期値) 

 1：PLLアンロック時、ミュートする 

RDTSTA RDATA出力設定 

 0：RDTSELに従う(初期値) 

 1：PLL状態に関わらず、SDIN入力データを出力 

RDTMUT RDATAミュート設定 

 0：RDTSELで選択したデータを出力(初期値) 

 1：ミュート 

 

・OCKSEL,RCKSELはAMPOPR[1:0]で発振アンプを常時連続動作またはFSERRでfsの変化をエラーフラグ

に反映しない設定の時RERRの状態を維持してクロックソースを切換えることが出来る。しかしい

ずれの設定も成されていない場合は切換え時にRERRが一旦エラーを出力する。 

・SDINへデータを入力する場合にはSDIN入力データに同期したクロックを選択すること。 

・PLLロック状態を維持してXINソースへ切換えることが可能である。但し、クロックとデータ出力 

の切換えは各々で設定可能なため、XINソース切換え時の出力データはミュートもしくはSDIN 

データを選択されることを推奨する。 

・発振アンプがPLLのロックと共に自動停止する設定が選択されている場合、PLLロック状態からの 

XINソース切換えは振動子が安定発振した後に実行される。また、この時の出力データの切換えも

XINソース切換えに従う。 
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CCB address:0xE8・command address:6・復調機能:デジタルデータ入出力ポート設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 1 1 0 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

RXOFF ROSEL2 ROSEL1 ROSEL0 ULSEL RISEL2 RISEL1 RISEL0 

 

 

RISEL[2:0] データ復調入力端子設定 

 000：RX0選択(初期値) 

 001：RX1選択 

 010：RX2選択 

 011：RX3選択 

 100：RX4選択 

 101：RX5選択(但し、VISEL設定時はVI入力になる) 

 110：RX6選択(但し、UISEL設定時はUI入力になる) 

 111：変調機能出力(TXO出力データ)選択 

ULSEL PLLアンロック経由入力端子設定 

 0：通常設定(初期値) 

 1：PLLアンロック経由入力データ切換え設定 

ROSEL[2:0] RXOUT出力データ設定 

 000：RX0入力データ(初期値) 

 001：RX1入力データ 

 010：RX2入力データ 

 011：RX3入力データ 

 100：RX4入力データ 

 101：RX5/VI入力データ 

 110：RX6/UI入力データ 

 111：変調機能出力(TXO出力データ)選択 

RXOFF RXOUT出力状態設定 

 0：ROSEL[2:0]選択データ出力(初期値) 

 1：L固定出力 

 

・ULSELはAMPOPR[1:0]で発振アンプが常時連続動作になっている時設定が可能となる。発振アンプ 

が停止状態では正常に機能しない。 
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CCB address:0xE8・command address:7・復調機能:出力データフォーマット設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

0 1 1 1 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

SLRCKP SBCKP RLRCKP RBCKP 0 OFSEL2 OFSEL1 OFSEL0 

 

 

OFSEL[2:0] オーディオデータ出力フォーマット設定 

 000：I2Sデータ出力(初期値) 

 001：MSBファースト前詰データ出力 

 010：24ビットMSBファースト後詰データ出力 

 (マスタモードのみ) 

 011：20ビットMSBファースト後詰データ出力 

 (マスタモードのみ) 

 100：16ビットMSBファースト後詰データ出力 

 (マスタモードのみ) 

 101：Reserved 

 110：Reserved 

 111：Reserved 

RBCKP RBCK出力極性設定 

 0：立ち下がりRDATAデータ変化(初期値) 

 1：立ち上がりRDATAデータ変化 

RLRCKP RLRCK出力極性設定 

 0：L期間：L-chデータ、H期間：R-chデータ(初期値) 

 1：L期間：R-chデータ、H期間：L-chデータ 

SBCKP SBCK出力極性設定 

 0：立ち下がりRDATAデータ変化(初期値) 

 1：立ち上がりRDATAデータ変化 

SLRCKP SLRCK出力極性設定 

 0：L期間：L-chデータ、H期間：R-chデータ(初期値) 

 1：L期間：R-chデータ、H期間：L-chデータ 

 

・データ出力フォーマットとRLRCKの出力極性はそれぞれ独立して行うことができる。各データ出力

フォーマットに合わせてRLRCKの極性を設定すること。 
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CCB address:0xE8・command address:8・復調機能:INT出力内容設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

1 0 0 0 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

EMPF SLIPO PCRNW UNPCM CSRNW FSCHG INDET ERROR 

 

 

ERROR RERR信号出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1：RERR端子状態変化を出力する 

INDET 入力データ検出出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1：入力データ端子状態変化を出力する 

FSCHG PLLロック周波数算出結果の更新フラグ出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1：PLLロック周波数算出結果の更新フラグを出力する 

CSRNW 先頭48ビットチャネルステータスデータ更新フラグ出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1：先頭48ビットチャネルステータスデータ更新フラグを出力 

 する 

UNPCM 非PCMデータ検出変化フラグ出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1： AUDIO端子状態変化を出力する 

PCRNW バーストプリアンブルPc更新フラグ出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1：バーストプリアンブルPc更新フラグを出力する 

SLIPO スレーブ動作時スリップ信号出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1：データ出力の2度読み、欠落検出フラグを出力する 

EMPF エンファシス検出フラグ出力設定 

 0：出力しない(初期値) 

 1：エンファシス検出フラグを出力する 

 

・チャネルステータスの更新フラグは1ブロック前の先頭48ビットのデータと今のデータを比較して

同一の場合に更新されたと見なしフラグを出力する。 

・バーストプリンブルPcの更新フラグも16ビットのデータについて1ブロック前のデータと今の 

データが一致した時に更新フラグを出力する。 
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CCB address:0xE8・command address:9・復調機能:RERR出力設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

1 0 0 1 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

ERWT1 ERWT0 FSERR RESTA XTWT1 XTWT0 REDER RESEL 

 

 

RESEL RERR出力内容設定 

 0：PLLロックエラーまたはデータエラー(初期値) 

 1：PLLロックエラーまたはデータエラーまたは非PCMデータ 

REDER 8回連続以内のパリティエラーフラグ出力設定 

 0：非PCMデータ認識時のみ出力する(初期値) 

 1：エラーの発生したサブフレームの間だけ出力する 

XTWT[1:0] PLLアンロック後クロック切換え待ち時間設定 

 00：発振アンプ起動後約200μs後にクロック切換え(初期値) 
 01：発振アンプ起動後約100μs後にクロック切換え 
 10：発振アンプ起動後約50μs後にクロック切換え 
 11：PLLアンロック後クロック切換え 

RESTA RERR出力条件設定 

 0：常時PLL状態を出力(XINソース時もPLL状態を出力) 

 (初期値) 

 1：強制的にエラー出力する(RERRを強制的にHレベルにする) 

FSERR fs変化によるエラーフラグの出力条件設定 

 0：fsの変化をエラーフラグへ反映する(初期値) 

 1：fsの変化をエラーフラグへ反映しない 

ERWT[1:0] PLLロック後RERR待ち時間設定 

 00：プリアンブルBを3カウント後にエラー解除する(初期値) 

 01：プリアンブルBを24カウント後にエラー解除する 

 10：プリアンブルBを12カウント後にエラー解除する 

 11：プリアンブルBを6カウント後にエラー解除する 

 

・非PCMデータはAOSELで定義したデータが反映される。すなわち、AUDIOに出力される検出データ 

と同じになる。 

・RESELで非PCMデータによりエラーが発生した場合、出力データはミュートされる。 

・RESTA設定はデータ、クロック出力端子に影響しない。 

・FSERRは発振アンプ停止状態でのfs算出結果は反映されない。この場合のfs変化はチャネル 

ステータスfs情報のみとなる。 

・ERWT[1:0]はPLLロック後にRERRがエラー解除Lを出力するまでの時間を定義する設定である。 

復調後のオーディオデータはRERRのエラー解除後に出力されるためデータの頭切れなどが問題に

なる場合はこの設定を変更すること。 
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CCB address:0xE8・command address:10・変調機能:システム設定、汎用I/Oデータ入力 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

1 0 1 0 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

PI3 PI2 PI1 PI0 0 VMODE VISEL UISEL 

 

 

UISEL RX6/UI端子設定 

 0：RX6,復調機能データ入力(初期値) 

 1：UI,変調機能ユーザデータ入力 

VISEL RX5/VI端子設定 

 0：RX5,復調機能データ入力(初期値) 

 1：VI,変調機能バリディティフラグ入力 

VMODE 変調機能Vフラグ設定 

 0：0を書き込む(初期値) 

 1：1を書き込む 

PI0 汎用I/O,PIO0出力設定時のデータ入力 

 0：Lを出力(初期値) 

 1：Hを出力 

PI1 汎用I/O,PIO1出力設定時のデータ入力 

 0：Lを出力(初期値) 

 1：Hを出力 

PI2 汎用I/O,PIO2出力設定時のデータ入力 

 0：Lを出力(初期値) 

 1：Hを出力 

PI3 汎用I/O,PIO3出力設定時のデータ入力 

 0：Lを出力(初期値) 

 1：Hを出力 

 

・汎用I/O PIO0～PIO3を出力として使用する場合はPIOENをLに設定すること。 
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CCB address:0xE8・command address:11・変調機能:デジタルオーディオ入出力設定 

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 DI2 DI1 DI0 

1 0 1 1 0 0 CAU CAL 

DI15 DI14 DI13 DI12 DI11 DI10 DI9 DI8 

TCKSEL 0 TXMOD1 TXMOD0 TXMUT TDTSEL TXLRP TXDFS 

 

 

TXDFS TDATA入力データフォーマット設定 

 0：I2Sデータ入力(初期値) 

 1：MSBファースト前詰めデータ入力 

TXLRP TLRCK入力クロック極性設定 

 0：L期間：L-chデータ、H期間：R-chデータ(初期値) 

 1：L期間：R-chデータ、H期間：L-chデータ 

TDTSEL 入力データ設定 

 0：TDATA入力データ(初期値) 

 1：SDIN入力データ 

TXMUT TXO出力設定 

 0：変調データ出力(初期値) 

 1：L固定出力 

TXMOD[1:0] モード設定 

 00：通常動作(L-ch,R-chステレオモード)(初期値) 

 01：L-ch連続(時分割モード) 

 10：R-ch連続(時分割モード) 

 11：Reserved 

TCKSEL TMCK 入力クロック周波数設定 

 0：256fs(初期値) 

 1：128fs 

 

・TMCKに256fsクロックを入力する場合TMCKの立ち上がりにTBCKの立ち下がりが同期していること。

またTMCKに128fsクロックを入力する場合はTMCKの立ち下がりにTBCKの立ち下がりが同期してい

ること。 
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12.2.3 チャネルステータスデータ書き込み 

・変調機能でのチャネルステータスデータ書き込みはCCBアドレスを0xE9に設定すること。 

・DI0～DI7はチャネルステータスビットではない。DI0,DI1にはチップアドレスを必ず入力する 

こと。DI2,DI3,DI7はシステムで予約済みのため0を入力すること。DI4～DI6でチャネル 

ステータスデータの書き込み長を選択する。8ビット単位で最大48ビットまで設定が可能である。 

・CEを立ち上げ後CLクロックはDI0～DI7と書き込みデータ長を合わせたクロックを入力してCEを 

立ち下げること。例えばDI4～DI6でbit15までデータを書き込む場合はCE立ち上げ中のCLは 

24クロックとなる。この設定を誤ると正しく書き込みが行われない。 

・入力データはCEの立ち下がり以降のプリアンブルBから書き込まれる。 

 

表12.3:入力データ長設定レジスタとデータ長の関係 

DI6 DI5 DI4 入力可能なデータ範囲 DI6 DI5 DI4 入力可能なデータ範囲 

0 0 0 bit0～bit7 1 0 0 bit0～bit39 

0 0 1 bit0～bit15 1 0 1 bit0～bit47 

0 1 0 bit0～bit23 1 1 0 Reserved 

0 1 1 bit0～bit31 1 1 1 Reserved 

 

表12.4:入力設定 －変調機能チャネルステータスデータ設定－（CCB address:0xE9） 

レジスタ ビットNo. 内容 レジスタ ビットNo. 内容 

DI0 CAL 下位チップアドレス DI28 bit20 

DI1 CAU 上位チップアドレス DI29 bit21 

DI2 0 DI30 bit22 

DI3 0 

Reserved 

DI31 bit23 

チャネル番号 

DI4 0 DI32 bit24 

DI5 0 DI33 bit25 

DI6 0 

データ長設定 

DI34 bit26 

DI7 0 Reserved DI35 bit27 

標本化周波数 

DI8 bit0 用途 DI36 bit28 

DI9 bit1 DI37 bit29 

クロック精度 

DI10 bit2 DI38 bit30 

DI11 bit3 DI39 bit31 

未規定 

DI12 bit4 DI40 bit32 

DI13 bit5 

コントロール 

DI41 bit33 

DI14 bit6 DI42 bit34 

DI15 bit7 

未規定 

DI43 bit35 

ビット幅 

DI16 bit8 DI44 bit36 

DI17 bit9 DI45 bit37 

DI18 bit10 DI46 bit38 

DI19 bit11 DI47 bit39 

DI20 bit12 DI48 bit40 

DI21 bit13 DI49 bit41 

DI22 bit14 DI50 bit42 

DI23 bit15 

カテゴリコード 

DI51 bit43 

DI24 bit16 DI52 bit44 

DI25 bit17 DI53 bit45 

DI26 bit18 DI54 bit46 

DI27 bit19 

ソース番号 

DI55 bit47 

未規定 
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12.3 読み出しデータ 

12.3.1 読み出しコマンド一覧表 

・読み出しは以下の項目について行うことが出来る。 

－デジタルデータ入力状態モニタ出力 

－割り込みデータ出力 

－汎用I/O入力データ出力 

－fs算出結果、fsカウンタデータ(8bit)出力 

－チャネルステータス先頭48ビット出力 

－バーストプリアンブルPcデータ出力 

・CCBアドレス0xEB、出力レジスタDO16～DO23はテスト用である。 

 

表12.5:読み出しレジスタ一覧 

読み出しレジスタ名 0xEA 0xEB 0xEC 0xED 

DO0 RXDET0 PO0 CS bit0 Pc bit0 

DO1 RXDET1 PO1 CS bit1 Pc bit1 

DO2 RXDET2 PO2 CS bit2 Pc bit2 

DO3 RXDET3 PO3 CS bit3 Pc bit3 

DO4 RXDET4 FSC0 CS bit4 Pc bit4 

DO5 RXDET5 FSC1 CS bit5 Pc bit5 

DO6 RXDET6 FSC2 CS bit6 Pc bit6 

DO7 RXDET7 FSC3 CS bit7 Pc bit7 

DO8 OERROR FSDAT0 CS bit8 Pc bit8 

DO9 OINDET FSDAT1 CS bit9 Pc bit9 

DO10 OFSCHG FSDAT2 CS bit10 Pc bit10 

DO11 OCSRNW FSDAT3 CS bit11 Pc bit11 

DO12 OUNPCM FSDAT4 CS bit12 Pc bit12 

DO13 OPCRNW FSDAT5 CS bit13 Pc bit13 

DO14 OSLIPO FSDAT6 CS bit14 Pc bit14 

DO15 OEMPF FSDAT7 CS bit15 Pc bit15 

DO16 CSBIT1 TEST0 CS bit16 － 

DO17 IEC1937 TEST1 CS bit17 － 

DO18 DTS51 TEST2 CS bit18 － 

DO19 DTSES TEST3 CS bit19 － 

DO20 F0512 TEST4 CS bit20 － 

DO21 F1024 TEST5 CS bit21 － 

DO22 F2048 TEST6 CS bit22 － 

DO23 F4096 TEST7 CS bit23 － 

DO24 － － CS bit24 － 

・・・ － － ・・・ － 

DO46 － － CS bit46 － 

DO47 － － CS bit47 － 
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12.3.2 読み出しレジスタ1(入力検出、割り込みフラグ、IEC61937フラグ、DTS-CDフラグ) 

 

CCB address:0xEA・読み出しレジスタ出力内容 

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0 

RXDET7 RXDET6 RXDET5 RXDET4 RXDET3 RXDET2 RXDET1 RXDET0 

 

 

RXDET0 RX0入力検出 

 0：RX0に入力データ無し 

 1：RX0に入力データあり 

RXDET1 RX1入力検出 

 0：RX1に入力データ無し 

 1：RX1に入力データあり 

RXDET2 RX2入力検出 

 0：RX2に入力データ無し 

 1：RX2に入力データあり 

RXDET3 RX3入力検出 

 0：RX3に入力データ無し 

 1：RX3に入力データあり 

RXDET4 RX4入力検出 

 0：RX4に入力データ無し 

 1：RX4に入力データあり 

RXDET5 RX5入力検出 

 0：RX5に入力データ無し 

 1：RX5に入力データあり 

RXDET6 RX6入力検出 

 0：RX6に入力データ無し 

 1：RX6に入力データあり 

RXDET7 変調機能出力TXOデータ検出 

 0：変調機能出力TXOにデータ無し 

 1：変調機能出力TXOにデータあり 

 

・RXDET[7:0]の読み出しは事前にRXMONをH設定にする必要がある。 
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CCB address:0xEA・読み出しレジスタ出力内容 

DO15 DO14 DO13 DO12 DO11 DO10 DO9 DO8 

OEMPF OSLIPO OPCRNW OUNPCM OCSRNW OFSCHG OINDET OERROR 

 

 

OERROR RERR出力(読み出し時の状態を出力) 

 0：PLLロック状態で伝送エラー無 

 1：PLLアンロック状態または伝送エラー有 

OINDET データ入力端子状態変化(読み出し後クリア) 

 0：データ入力端子状態に変化無 

 1：データ入力端子状態に変化有 

OFSCHG 入力fs算出更新結果(読み出し後クリア) 

 0：入力fs算出更新無 

 1：入力fs算出更新有 

OCSRNW 先頭48ビットチャネルステータス更新結果(読み出し後クリア) 

 0：更新無 

 1：更新有 

OUNPCM AUDIO出力(読み出し時の状態を出力) 

 0：非PCM信号検出無 

 1：非PCM信号検出有 

OPCRNW バーストプリアンブルPc更新結果(読み出し後クリア) 

 0：更新無 

 1：更新有 

OSLIPO スレーブ動作時のデータ2度読み・欠落検出(読み出し後クリア) 

 0：検出無 

 1：2度読み・欠落有 

OEMPF チャネルステータスエンファシス検出(読み出し時の状態を出力) 

 0：プリエンファシス無 

 1：50/15μsプリエンファシス有 
 

・OERROR,OUNPCMはINT出力設定に関わらずRESEL,AOSELの設定に従ったRERR, AUDIOの状態が読み 

出される。 
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CCB address:0xEA・読み出しレジスタ出力内容 

DO23 DO22 DO21 DO20 DO19 DO18 DO17 DO16 

F4096 F2048 F1024 F0512 DTSES DTS51 IEC1937 CSBIT1 

 

 

CSBIT1 チャネルステータスbit1検出 

 0：PCMである 

 1：非PCMである 

IEC1937 IEC61937バーストプリアンブル検出 

 0：Pa,Pbを検出していない 

 1：Pa,Pbを検出した 

DTS51 DTS-CD/LD 5.1ch同期信号検出 

 0：DTS-CD/LD同期信号を検出していない 

 1：DTS-CD/LD同期信号を検出した 

DTSES DTS ES-CD/LD 6.1ch同期信号検出 

 0：DTS ES-CD/LD同期信号を検出していない 

 1：DTS ES-CD/LD同期信号を検出した 

F0512 DTS-CD/LDのIEC60958フレーム間隔 

 0：同期信号は512または1024フレーム間隔ではない 

 1：同期信号は512または1024フレーム間隔である 

F1024 DTS-CD/LDのIEC60958フレーム間隔 

 0：同期信号は1024または2048フレーム間隔ではない 

 1：同期信号は1024または2048フレーム間隔である 

F2048 DTS-CD/LDのIEC60958フレーム間隔 

 0：同期信号は2048または4096フレーム間隔ではない 

 1：同期信号は2048または4096フレーム間隔である 

F4096 DTS-CD/LDのIEC60958フレーム間隔 

 0：同期信号は4096フレーム間隔ではない 

 1：同期信号は4096フレーム間隔である 
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12.3.3 読み出しレジスタ2(汎用I/O入力内容、fs算出結果、fsカウンタデータ) 

 

CCB address:0xEB・読み出しレジスタ出力内容 

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0 

FSC3 FSC2 FSC1 FSC0 PO3 PO2 PO1 PO0 

 

 

PO0 汎用I/O,PIO0入力設定時の読み出しデータ出力内容 

 0：PIO0入力がL 

 1：PIO0入力がH 

PO1 汎用I/O,PIO1入力設定時の読み出しデータ出力内容 

 0：PIO1入力がL 

 1：PIO1入力がH 

PO2 汎用I/O,PIO2入力設定時の読み出しデータ出力内容 

 0：PIO2入力がL 

 1：PIO2入力がH 

PO3 汎用I/O,PIO3入力設定時の読み出しデータ出力内容 

 0：PIO3入力がL 

 1：PIO3入力がH 

FSC[3:0] 入力データfs算出結果 

 xxxx：コード表参照 

 

表12.6:入力fs算出結果コード表(Ta=25℃,AVDD=DVDD=3.3V) 

FSC3 FSC2 FSC1 FSC0 ターゲット周波数 算出範囲(設計値) 

0 0 0 0 Out of range － 

0 0 0 1 － － 

0 0 1 0 － － 

0 0 1 1 － － 

0 1 0 0 16kHz 15.4k～16.6kHz 

0 1 0 1 22.05kHz 21.2k～22.9kHz 

0 1 1 0 24kHz 23.1k～24.9kHz 

0 1 1 1 32kHz 30.8k～33.3kHz 

1 0 0 0 44.1kHz 42.4k～45.8kHz 

1 0 0 1 48kHz 46.2k～49.9kHz 

1 0 1 0 64kHz 61.5k～66.7kHz 

1 0 1 1 88.2kHz 85.4k～91.7kHz 

1 1 0 0 96kHz 93.1k～100.7kHz 

1 1 0 1 128kHz 122.9k～133.5kHz 

1 1 1 0 176.4kHz 170.7k～180.7kHz 

1 1 1 1 192kHz 186.2k～198.1kHz 
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CCB address:0xEB・読み出しレジスタ出力内容 

DO15 DO14 DO13 DO12 DO11 DO10 DO9 DO8 

FSDAT7 FSDAT6 FSDAT5 FSDAT4 FSDAT3 FSDAT2 FSDAT1 FSDAT0 

 

 

FSDAT[7:0] fsカウンタデータ出力 

 

・FSDAT[7:0]はfs算出カウンタ値である。データ長は8ビットでFSDAT0がLSB、FSDAT7がMSBとなる。 

・カウント値とfsの関係は以下の関係式で与えられる。 

fs=6144/FSDAT [kHz] 

・fs算出は6.144MHzのクロックで行うので算出精度はこのクロックに従う。 

・算出カウンタ値は8ビット出力のため算出可能なfsは24kHzより以上となる。 
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12.3.4 読み出しレジスタ3(チャネルステータス先頭48ビット読み出し) 

・復調機能ではチャネルステータスの先頭48ビットデータを読み出すことが出来る。 

・読み出したチャネルステータスデータはLSBファーストで出力される。 

・読み出しはCCBアドレスを0xECに設定すること。 

・CCBアドレス設定後のチャネルステータスデータは更新されない。 

・読み出しレジスタとチャネルステータスデータの関係を以下に示す。 

 

表12.7:先頭48ビットチャネルステータス読み出しレジスタ 

レジスタ ビットNo. 内容 レジスタ ビットNo. 内容 

DO0 bit0 用途 DO24 bit24 

DO1 bit1 DO25 bit25 

DO2 bit2 DO26 bit26 

DO3 bit3 DO27 bit27 

標本化周波数 

DO4 bit4 DO28 bit28 

DO5 bit5 

コントロール 

DO29 bit29 

クロック精度 

DO6 bit6 DO30 bit30 

DO7 bit7 

未規定 

DO31 bit31 

未規定 

DO8 bit8 DO32 bit32 

DO9 bit9 DO33 bit33 

DO10 bit10 DO34 bit34 

DO11 bit11 DO35 bit35 

ビット幅 

DO12 bit12 DO36 bit36 

DO13 bit13 DO37 bit37 

DO14 bit14 DO38 bit38 

DO15 bit15 

カテゴリーコード 

DO39 bit39 

DO16 bit16 DO40 bit40 

DO17 bit17 DO41 bit41 

DO18 bit18 DO42 bit42 

DO19 bit19 

ソース番号 

DO43 bit43 

DO20 bit20 DO44 bit44 

DO21 bit21 DO45 bit45 

DO22 bit22 DO46 bit46 

DO23 bit23 

チャネル番号 

DO47 bit47 

未規定 
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12.3.5 読み出しレジスタ4(バーストプリアンブルPcデータ) 

・復調機能ではバーストプリアンブルPcデータを読み出すことが出来る。 

・バーストプリアンブルPcの16ビットデータはLSBファーストで出力される。 

・読み出しはCCBアドレスを0xEDに設定すること。 

・読み出しレジスタとバーストプリアンブルPcデータの関係を以下に示す。 

 

表12.8:バーストプリアンブルPc読み出しレジスタ 

レジスタ ビットNo. 内容 

DO0 bit0 

DO1 bit1 

DO2 bit2 

DO3 bit3 

DO4 bit4 

データタイプ 

DO5 bit5 

DO6 bit6 

Reserved 

DO7 bit7 エラー 

DO8 bit8 

DO9 bit9 

DO10 bit10 

DO11 bit11 

DO12 bit12 

データタイプ依存情報 

DO13 bit13 

DO14 bit14 

DO15 bit15 

ビットストリーム番号 
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12.4 バーストプリアンブルPcフィールド 

・以下にバーストプリアンブルPcフィールドを示す。 

・最新情報については各ライセンスから発行されている規格書で確認すること。 

 

表12.9:バーストプリアンブルPcフィールド 

レジスタ 値 内容 

0 NULLデータ 

1 ドルビーAC3データ 

2 Reserved 

3 ポーズ 

4 MPEG-1、レイヤー1データ 

5 MPEG-1、レイヤー2または3データまたは拡張なしMPEG-2 

6 拡張ありのMPEG-2データ 

7 Reserved 

8 MPEG-2、レイヤー1低サンプリングレート 

9 MPEG-2、レイヤー2または3低サンプリングレート 

10 Reserved 

11 DTS type1 

12 DTS type2 

13 DTS type3 

14 ATRAC 

15 ATRAC2/3 

16-26 Reserved 

27 Reserved(MPEG-4、AACデータ) 

28 MPEG-2、AACデータ 

DO4-0 

29-31 Reserved 

DO6,5 0 Reserved(0に設定) 

0 有効なバーストペイロードを示すエラーフラグ DO7 

1 バーストペイロードに誤り有を示すエラーフラグ 

DO12-8  データタイプ依存情報 

DO15-13 0 ビットストリーム番号(0に設定) 
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13 アプリケーション例 

13.1 基本接続図 

・電源端子にはデカップリング用の容量(0.1μF)を出来る限り端子の近くで接続すること。 
この容量には高周波特性の良好なセラミックコンデンサを使用すること。 

・PLLループフィルタを構成する容量には温度係数の低いものを使用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表12.1:推奨回路定数（**は10.1.1を参照すること） 

素子記号 推奨定数 用途 備考 

Cc 0.1μF 電源デカップリング セラミックコンデンサ 

Rp 10kΩ 機能設定 プルダウン/プルアップ抵抗 

Cl 1pF～33pF 水晶振動子負荷 NP0特性セラミックコンデンサ 

Rf 1MΩ 発振アンプ帰還  

Rd 220Ω 発振アンプ電流制限  

Ci 0.1μF 同軸入力DCカット セラミックコンデンサ 

Ri 75Ω 同軸入力終端  

C0 ** PLLループフィルタ  

C1 ** PLLループフィルタ  

R0 ** PLLループフィルタ  
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